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日本海も見える三見吉広高架橋

全
線
開
通
！が

萩
・
三
隅
道
路

（
山
陰
道
）

全
線
開
通
！

と
あ
い
さ
つ
さ
れ
、野
村
萩
市
長
は
「
萩
・

三
隅
道
路
の
開
通
は
萩
市
の
悲
願
で
あ

り
、
市
民
は
心
待
ち
に
し
て
い
た
。
萩
・

益
田
間
を
結
ぶ
萩
東
道
路
の
一
日
も
早
い

着
工
を
お
願
い
し
た
い
」
と
開
通
を
祝
う

と
同
時
に
萩
東
道
路
の
開
通
に
強
い
期
待

を
表
明
し
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
、
萩
Ｉ
Ｃ
付
近
で
椿
西
小
学

校
の
児
童
も
参
加
し
て
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と

く
す
玉
割
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

車
両
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
た
後
、
一
般
供

用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　一般国道１９１号は、下関市を起点に長門市・萩市・益田市を経由し、
広島市に至る延長約 300㎞の主要幹線道路です。
　萩市三見地区と長門市三隅中地区を結ぶ鎖

くさりだお
峠は、急カーブ、急勾配が多

く、豪雨による土砂災害や冬季の積雪、連続雨量 150 〜 250㎜以上の降
雨による通行止めなどが頻繁に発生し、幹線道路としては交通に大きな障
害となっていました。
　平成元年に、萩市では関係市町と「山口県国道１９１号整備促進期成同
盟会」を結成し、萩・三隅道路の早期開通を目指して運動を進めてきました。

　

開
通
に
先
立
ち
、
９
月
19
日
に
道
路
見

学
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
自
動
車
専
用
道

路
の
た
め
開
通
す
る
と
歩
く
こ
と
が
で
き

な
い
萩
・
三
隅
道
路
（
明
石
Ｉ
Ｃ
〜
萩
Ｉ

Ｃ
間
）
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
約
１
０
０
０

人
が
楽
し
み
ま
し
た
。

　

萩
市
椿
と
長
門
市
三
隅
中
を
結
ぶ「
萩
・

三
隅
道
路
」（
15
・
２
km
）
が
全
線
開
通
し
、

９
月
23
日
、
萩
農
協
会
館
で
開
通
式
典
が

行
わ
れ
、
関
係
者
約
２
１
０
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

式
典
で
二
井
関
成
山
口
県
知
事
は
「
小

郡
萩
道
路
と
一
体
と
な
っ
て
観
光
の
振
興

な
ど
に
大
き
な
効
果
を
発
揮
す
る
と
期
待

し
て
い
る
。
今
後
も
山
陰
道
全
線
の
建
設

促
進
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
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第
66
回
国
民
体
育
大
会
が
多
く
の

感
動
と
思
い
出
を
残
し
、
幕
を
閉
じ

た
。
大
会
期
間
中
は
不
思
議
に
思
う

程
好
天
に
恵
ま
れ
た
。
５
日
は
か
な

り
の
雨
が
降
っ
た
が
、
こ
の
日
は
萩

市
で
は
柔
道
・
軟
式
野
球
が
終
わ
り
、

卓
球
・
カ
ヌ
ー
の
始
ま
る
前
で
試
合

の
無
い
一
日
だ
っ
た
。

　

素
晴
ら
し
い
秋
晴
れ
の
続
く
中
、

「
君
の
一
生
け
ん
め
い
に
会
い
た
い
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
加
え
て
「
立
ち

あ
が
れ
！
東
北　

が
ん
ば
ろ
う
！
日

本
」
を
合
言
葉
に
選
手
の
熱
い
想
い

と
青
春
の
無
限
の
力
を
注
い
だ
競
技

を
通
じ
、
勇
気
と
希
望
と
元
気
を
全

国
に
送
る
こ
と
が
で
き
た
大
会
だ
っ

た
と
思
う
。
競
技
会
場
で
目
の
当
た

り
に
展
開
さ
れ
る
熱
戦
は
感
動
、
感

激
、
驚
嘆
、
言
葉
に
尽
し
難
い
ど
迫

力
を
感
じ
る
。

　

余
談
だ
が
、
年
輩
の
方
々
と
松
陰

神
社
で
毎
朝
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
っ
て

い
る
。
祈
願
に
来
た
西
京
高
校
女
子

選
手
（
柔
道
少
年
女
子
）
が
体
操
に

合
流
、
礼
儀
正
し
く
は
つ
ら
つ
と
し

た
選
手
の
対
応
に
感
激
。
そ
の
日
の

初
戦
に
勝
ち
抜
き
５
位
入
賞
は
嬉
し

い
限
り
で
あ
る
。

■
市
長
コ
ラ
ム
No.78

　

平
成
４
年
に
、
国
の
直
轄
事
業
と
し
て

着
手
し
、
20
年
２
月
、
三
隅
Ｉ
Ｃ
〜
明
石

Ｉ
Ｃ
7.1
㎞
が
部
分
開
通
。
今
回
途
中
に
三

見
Ｉ
Ｃ
を
設
け
、
萩
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
8.1
㎞
が

開
通
し
ま
し
た
。

　

萩
・
三
隅
道
路
（
山
陰
道
）
は
、
無
料

の
自
動
車
専
用
道
路
（
片
側
１
車
線
）
で

制
限
速
度
は
70
㎞
。

　

山
越
え
を
回
避
す
る
ル
ー
ト
で
建
設
さ

れ
、
延
長
15
・
２
㎞
の
う
ち
、
ト
ン
ネ
ル

の
総
延
長
は
5.9
㎞
（
９
か
所
）、
橋
り
ょ

う
の
総
延
長
は
2.5
㎞
（
９
か
所
）。
ま
た

コ
ス
ト
を
縮
減
す
る
た
め
最
新
鋭
の
技
術

を
用
い
て
い
ま
す
。

▽
事
業
費　

明
石
Ｉ
Ｃ
〜
萩
Ｉ
Ｃ
間
が

３
１
０
億
円
、
全
区
間
で
は
７
０
９
億
円

　
　

所
要
時
間
の
短
縮

　

全
線
開
通
に
よ
り
萩
・
長
門
市
役
所
間

の
所
要
時
間
は
以
前
よ
り
５
分
短
縮
さ
れ

約
31
分
に
な
り
ま
し
た
。
所
要
時
間
の
短

縮
に
よ
り
、
地
域
間
交
流
の
活
発
化
、
観

光
周
遊
性
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
　

交
通
障
害
の
回
避

　

従
来
の
国
道
１
９
１
号
に
は
雨
量
超
過

に
よ
る
事
前
通
行
規
制
区
間
や
、
急
カ
ー

ブ
急
勾
配
の
課
題
が
あ
り
、
交
通
の
障
害

に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
安
全
で
安
心
な

走
行
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

交
通
の
安
全
性
向
上

　

国
道
１
９
１
号
で
は
死
傷
事
故
率
が
全

国
値
を
上
回
る
区
間
が
あ
り
ま
す
が
、萩
・

三
隅
道
路
の
開
通
に
よ
り
走
行
性
の
向
上

や
交
通
事
故
の
減
少
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
20
年
の
部
分
開
通
に
よ
っ
て
従
来

の
国
道
１
９
１
号
の
交
通
量
の
約
８
割
が

萩
・
三
隅
道
路
に
転
換
し
、
交
通
事
故
が

大
幅
に
減
少
し
安
全
性
が
向
上
し
ま
し
た
。

　
　

代
替
路
線
の
確
保

　

国
道
１
９
１
号
で
は
全
面
通
行
止
め
が

年
平
均
約
９
時
間
発
生
し
、
大
幅
な
う
回

が
強
い
ら
れ
る
な
ど
日
常
生
活
等
に
支
障

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
代
替
路
線
が
確

保
さ
れ
大
幅
な
う
回
が
解
消
さ
れ
ま
し

た
。

　

国
は
山
陰
自
動
車
道
と
し
て
鳥
取
市
〜

下
関
市
の
全
長
３
８
０
㎞
の
整
備
を
計

画
。
萩
・
三
隅
道
路
は
山
口
県
内
１
１
５

㎞
区
間
の
中
で
唯
一
、
開
通
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
市
で
は
、
予
定
路
線
と
な
っ
て

い
る
萩
〜
益
田
間
（
約
60
㎞
）
の
早
期
整

備
に
向
け
、引
き
続
き
要
望
活
動
を
行
い
、

萩
・
三
隅
道
路
に
つ
な
が
る
山
陰
自
動
車

道
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

土
木
課
（
２
５
・
３
８
３
２
）

１２

３４

三見 IC

市道横道南江尻線

県
道
三
見
停
車
場
三
見
市
線

三見川至下関

至益田
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９
月
26
日
か
ら
30
日
に
か
け
て
、
萩

市
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

が
審
査
し
た
結
果
、
受
賞
者
が
決
ま
り

ま
し
た
。

◆
学
校
花
壇
の
部
（
応
募
26
件
）

【
金
賞
】
椿
西
小
学
校
【
銀
賞
】
越
ヶ

浜
小
学
校
、
多
磨
小
学
校
、
椿
東
小
学

校
【
銅
賞
】
大
井
中
学
校
、
木
間
小
中

学
校
、
佐
々
並
小
学
校
、
明
倫
小
学
校

◆
地
域
・
職
域
団
体
の
部
（
応
募
14
件
）

【
金
賞
】
萩
公
共
サ
ー
ビ
ス
（
ウ
ェ
ル

ネ
ス
パ
ー
ク
花
壇
）【
銀
賞
】
吉
部
福

寿
会
（
む
つ
み
）、八
幡
区
自
治
会
（
田

万
川
）【
銅
賞
】
川
上
地
域
子
ど
も
会

育
成
連
絡
協
議
会
、
高
俣
福
寿
会
（
む

つ
み
）、
白
水
会
館
し
ら
み
ず
ク
ラ
ブ

【
萩
モ
デ
ル
花
壇
※
①
】
萩
公
共
サ
ー

ビ
ス
（
サ
ン
ラ
イ
フ
萩
花
壇
・
市
民

館
花
壇
・
萩
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
花
壇
）、

萩
や
す
ら
ぎ
苑

◆
個
人
の
部
（
応
募
５
件
）

【
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
花
壇
※
②
】
佐
々
木

輝
雄（
今
古
萩
）【
金
賞
】柴
田
静
江（
須

佐
）【
銀
賞
】
原
田
好み
さ
と里
（
須
佐
）【
銅

賞
】
増
野
一
枝
（
椿
東
）、山
田
紘ひ
ろ
し（
椿
）

◆
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
・
プ
ラ
ン
タ
ー
部
門

（
応
募
９
件
）

【
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
花
壇
】
中
澤
初は
つ
よ
し
良
（
椿

東
）、
中
村
正
博
（
椿
東
）【
金
賞
】
増

野
絹き
ぬ
え枝

（
椿
東
）

【
銀
賞
】
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
寿
（
須
佐
）

【
銅
賞
】
上
じ
ょ
う
ざ
き
﨑
タ
ケ
コ
（
須
佐
）

◇
【
年
間
最
優
秀
花
壇
】
椿
西
小
学
校
、

柴
田
静
江
、
増
野
絹
枝

※①萩モデル花壇＝特に優れた模範的花壇
※②ダイヤモンド花壇＝過去に金賞を受賞し、誰もが認める秀でた花壇

「個人の部」柴田静江

「地域・職域団体の部」萩公共サービス
（ウェルネスパーク花壇）

　

市
で
は
、
日
常
生
活
に
身
近
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
や
各
種
手
続
き
、
窓
口
案
内
な

ど
の
情
報
を
冊
子
に
ま
と
め
た
「
し
み
ん

便
利
帳
」
を
３
年
ご
と
に
発
行
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
は
、
４
月
に
締
結
し
た
「
萩
市
民

便
利
帳
の
共
同
発
行
に
関
す
る
協
定
書
」

に
基
づ
き
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
地

域
社
会
へ
の
貢
献
を
図
る
た
め
、
萩
市
と

有
限
会
社
マ
シ
ヤ
マ
印
刷（
広
告
募
集
等
）

の
共
同
で
発
行
し
ま
し
た
。

　

地
元
事
業
者
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り

便
利
帳
を
市
内
の
全
世
帯
に
配
布
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
保
存
版
と
し
て
各
家

庭
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
今
回
の
特
徴

①
官
民
協
働
事
業
と
し
て
、
萩
市
が
行
政

情
報
を
提
供
し
、
市
内
の
民
間
業
者
が
広

告
募
集
と
編
集・
印
刷
を
行
い
ま
し
た
。
萩

市
の
発
行
物
で
は
初
め
て
広
告
を
掲
載
し
、

広
告
料
に
よ
り
発
行
経
費
を
賄
い
ま
し
た
。

②
保
存
版
と
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
が
利
用

し
や
す
い
よ
う
に
、
公
共
施
設
、
災
害
時

避
難
所
等
を
表
示
し
た
地
域
ご
と
の
マ
ッ

プ
、
相
談
先
や
融
資
・
補
助
制
度
等
の
一

覧
表
を
掲
載
し
ま
し
た
。

■
内
容

▽
Ａ
４
版
、
フ
ル
カ
ラ
ー
、
１
０
６
ペ
ー

ジ
（
表
紙
含
む
）

▽
行
政
情
報　

①
緊
急
・
災
害
、
②
届
出
・

税
・
国
保
年
金
、
③
健
康
・
福
祉
、
④
子

育
て
・
教
育
、
⑤
生
活
・
環
境
、
⑥
生
涯

学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
、
⑦
市
政
情
報

　

掲
載
し
て
い
る
内
容
は
、
10
月
現
在
の

も
の
で
、
法
律
の
改
正
等
に
よ
り
内
容
の

変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
市
報
で
随
時
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

広
報
課
（
２
５
・
３
１
７
８
）
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東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
殉
職
さ
れ
た

消
防
団
員
は
２
５
３
人
（
行
方
不
明
者
を

含
む
）
お
ら
れ
、
多
く
は
地
震
直
後
、
地

域
住
民
の
避
難
誘
導
等
の
た
め
、
沿
岸
部

に
残
っ
て
活
動
し
て
津
波
に
飲
み
込
ま
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
他
の
団
員
も
、
自
ら
の
家

族
が
被
害
に
あ
わ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
人
命
救
助
・
震
災
復
旧
に
全
力
を
尽

く
さ
れ
、
こ
の
懸
命
な
活
動
に
よ
っ
て
九

死
に
一
生
を
得
た
方
も
多
く
お
ら
れ
ま

す
。

市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
に

消
防
団
の
活
動▷前列左から、阿武成

しげはる

治分団長、阿武英
え い じ

司、野村
市長、林安

やすしげ

繁団長、熊野真
まさよし

睦▷後列左から、河津
克
かつひこ

彦、阿武泰
や す ひ ろ

宏、佐伯勲
いさお

、田中三郎

応急操法：自動車の部 優勝　明倫第３分団

基本操法：自動車の部 ２位　明倫第１分団

▷前列左から、吉村泰
やすのり

憲分団長、吉
よ し か

賀健二、野村市
長、林安繁団長、永田裕

ゆ き

貴▷後列左から、柴田敏
と し ゆ き

行、
川畑充

みつる

、上田博
ひ ろ し

志、原田剛
つよし

、藤村 治
おさむ

基本操法：小型ポンプの部 ３位　大島分団

▷前列左から、國光哲
て つ や

也、長岡榮
え い じ

治分団長、野村市
長、林安繁団長、井本敬

け い ご

吾　
▷後列左から、田中章

ま さ き

貴、濵村辰
た つ の り

徳、松原 優
まさる

　９月 17 日、山口市で開催された山口県消
防操法大会では、日頃の訓練の成果が発揮さ
れ、萩市の明倫第３分団（応急操法・自動車
の部）が優勝、明倫第１分団（基本操法・自
動車の部）が２位、大島分団（基本操法・小
型ポンプの部）が３位と好成績を収めました。
萩の消防団は常に県内トップクラスの技術を
誇っています。

　

消
防
団
と
は
火
事
を
消
す
だ
け
で
な

く
、
地
震
や
津
波
な
ど
災
害
時
の
住
民
の

避
難
誘
導
、
水
害
時
の
土
の
う
準
備
や
警

戒
活
動
、行
方
不
明
者
の
捜
索
、ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
離
着
陸
現
場
の
安
全
確
保
、
火
災
予

防
の
た
め
の
広
報
活
動
な
ど
、
そ
の
役
割

は
多
方
面
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
る
消
防

団
は
、地
域
に
密
着
し
た
効
果
的
な
消
火
・

救
助
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地

域
の
安
心
・
安
全
を
考
え
る
と
き
、
消
防

団
の
存
在
無
し
で
は
語
れ
な
い
ほ
ど
、
そ

の
貢
献
度
は
高
い
の
で
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
一
大
事
に
い
ち
早
く
確

実
に
対
応
す
る
た
め
、
平
素
か
ら
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
。
操
法
大
会
の
訓
練
や
夏

季
防
災
訓
練
な
ど
も
そ
の
一
環
で
、
日
頃

の
訓
練
の
成
果
に
よ
り
山
口
県
消
防
操
法

大
会
で
は
萩
市
内
の
３
チ
ー
ム
が
上
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
全
国
的
に
消
防
団
員

は
年
々
減
少
し
て
お
り
、
萩
市
も
例
外

で
は
な
く
、
７
方
面
団
54
分
団
の
定
員

１
４
０
１
人
に
対
し
て
１
１
８
７
人
（
う

ち
女
性
団
員
80
人
）
の
実
員
し
か
い
ま
せ

ん
。
特
に
各
総
合
事
務
所
管
内
に
お
け
る

団
員
不
足
は
深
刻
な
状
況
で
す
。

　

萩
市
消
防
団
は
皆
さ
ん
の
力
を
必
要
と

し
て
い
ま
す
。「
地
域
の
た
め
に
力
に
な

り
た
い
」「
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
た
い
」

と
い
う
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
総
務
課
（
２
５
・
２
７
８
０
）

消
防
団
は
、
本
業
を
持
ち
な
が
ら
、「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で

守
る
」
と
い
う
郷
土
愛
の
崇
高
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に
基
づ
い
て
、
地

域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

命
を
か
け
る
消
防
団
の
活
動

地
域
に
密
着
し
た
消
防
団

消
防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
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第
11
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
お
い
で
ま
せ
！
山
口
大
会
）
が
、
国
体

に
続
き
10
月
22
日
か
ら
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
萩
市
で
は
、
正
式
競
技
の
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
（
聴
覚
障
害
の
部
）
と
今
大
会
唯
一
の

オ
ー
プ
ン
競
技
の
卓
球
バ
レ
ー
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
声
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
と
き　

10
月
22
日
（
土
）

〜
24
日
（
月
）

■
と
こ
ろ　

市
民
体
育
館

■
競
技
紹
介　

聴
覚
障
害
の
あ
る
選
手
６

人
が
、
６
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
同
じ

ル
ー
ル
で
競
技
し
ま
す
。
審
判
は
ホ
イ
ッ

ス
ル
だ
け
で
な
く
大
き
な
動
作
で
サ
ー
ビ

ス
の
合
図
な
ど
を
出
し
ま
す
。

　

男
子
６
チ
ー
ム
、
女
子
７
チ
ー
ム
が
出

場
し
、
山
口
県
チ
ー
ム
も
参
加
し
ま
す
。

■
と
き　

10
月
23
日（
日
）

■
と
こ
ろ　

萩
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
萩
武

道
館

■
競
技
紹
介　

１
チ
ー
ム
６
人
で
卓
球
台

を
取
り
囲
む
よ
う
に
座
っ
て
プ
レ
ー
し
ま

す
。車
椅
子
ま
た
は
椅
子
に
座
り
、ラ
ケ
ッ

ト
で
プ
レ
ー
す
る
た
め
重
度
の
障
が
い
者

も
参
加
で
き
ま
す
。

　

コ
ー
ト
は
、
卓
球
台
を
使
用
し
、
金
属

球
の
入
っ
た
専
用
卓
球
ボ
ー
ル
を
転
が

し
、
３
打
以
内
で
返
球
し
ま
す
。

▽
ク
ラ
ス　

競
技
中
心
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク

ラ
ス
（
18
チ
ー
ム
）
と
、親
睦
中
心
の
ち
ょ

る
る
ク
ラ
ス
（
14
チ
ー
ム
）

※
萩
市
は
卓
球
バ
レ
ー
が
県
内
で
最
も
盛

ん
で
、
昨
年
の
大
分
県
で
開
催
さ
れ
た
西

日
本
大
会
で
は
優
勝
し
ま
し
た
。
今
大
会

に
は
12
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
す
（
チ
ャ
レ

ン
ジ
ク
ラ
ス
＝
４
チ
ー
ム
、
ち
ょ
る
る
ク

ラ
ス
＝
８
チ
ー
ム
）。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
聴
覚
障
害
者
の
部
）

の
会
場
と
な
る
市
民
体
育
館
に
は
、
一
般

観
覧
者
用
の
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

▼
市
民
体
育
館
行
き

▽
10
月
22
日
（
土
）
〜
24
日
（
月
）

▽
駐
車
場　

市
役
所
、
萩
ウ
ェ
ル
ネ
ス

パ
ー
ク

▽
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス　

市
役
所
前
庭
駐

車
場
、
萩
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
（
約
20
分

間
隔
）

羽
は と り

鳥 辰
たつふみ

史
（紫福）

800ｍ、1500ｍ

杉山 克
かつしげ

茂
（佐々並）

鍵
かぎむら

村 香
か な

奈
（椿東）

100ｍ、400ｍ

25・50ｍ自由形

阿
あ ん の

武 妙
た え か

香
（塩屋町）

25ｍ自由形
50ｍ平泳ぎ

　

全
国
か
ら
来
ら
れ
た
選
手
や
観
客
の
皆

さ
ん
を
温
か
く
も
て
な
す
た
め
、
萩
の
味

を
盛
り
込
ん
だ
料
理
の
ふ
る
ま
い
や
障
が

い
の
あ
る
方
の
製
品
を
展
示
・
販
売
し
ま

す
。

■
と
き

22
日
（
土
）
午
後
１
時
〜
４
時

23
日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

24
日
（
月
）
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

■
と
こ
ろ　

市
民
体
育
館
駐
車
場

▽
お
も
て
な
し
コ
ー
ナ
ー
（
夏
み
か
ん

ジ
ュ
ー
ス
、
さ
つ
ま
い
も
ス
テ
ィ
ッ
ク
、

小
川
り
ん
ご
、
佐
々
並
の
舞ま
い
だ
に谷

こ
ん
に
ゃ

く
、
赤
米
ク
ッ
キ
ー
）、
飲
食
コ
ー
ナ
ー
、

授
産
製
品
等
展
示
・
販
売
コ
ー
ナ
ー
、
大

会
グ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
な
ど

▽
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

障
が
い
の
あ
る

萩
在
住
の
４
人
の
絵
や
切
り
絵
、
イ
ラ
ス

ト
な
ど
を
展
示

■
問
い
合
わ
せ

国
体
推
進
室
（
２
５
・
３
７
０
３
）

出
場

陸上
競技

水泳
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一般卓球

横
よこやま

山 理
り さ

沙
（川上）

上
うえなが

永 達
た つ や

也
（萩総合支援学校高

等部2年、長門市）

門
か ど た

田 和
かずひこ

彦
（山田）

松
まつうら

浦 里
り ほ

穂
（江向）

若
わかまつ

松 香
かおり

（東田町）
若
わかまつ

松 愛
あい

（東田町）
角
か ど や

屋 晃
あきら

（堀内）

Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
対
抗

水
泳
競
技
大
会
in
四
国

（
10
月
１
、２
日　

高
知
県
）

國
くにひろ

廣 紀
き こ

子
（萩高校２年）

100・200m自由形50・100m自由形

國廣 桃
も も こ

子
（萩東中３年）

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
柔
道
体
重
別

選
手
権
大
会（

９
月
10
〜
11
日　

埼
玉
県
）

中村 一
か ず な

那
（萩高校3年）

73㎏級

美術展「書の部」
最高齢者賞（93歳）

土井 吉
きちごろう

五郎
（椿東）

美術展「写真の部」

今田 信夫
（塩屋町）

［左から］池田輝雄（土原）、藤山正義
（川島）、塩屋美

み ゆ き

由奇（椿東）

グラウンド・ゴルフ

日
整
全
国
少
年
柔
道
大
会

（
10
月
10
日　

東
京
都
）

副将

上領 教
きょうしろう

史郎
（明倫小６年）

先鋒

福永 夏
な つ き

生
（椿西小４年）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽

コ
ン
ク
ー
ル

（
10
月
８
日　

東
京
都
）

高
等
学
校
の
部

萩高校 合唱部（49人）
予選の中国ブロック大会で金賞を受賞し、5
年ぶり 2 回目の出場。全国で 11 校が出場。

全
国
健
康
福
祉
祭
く
ま
も
と
大
会

（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
熊
本
）

（
10
月
15
〜
18
日　

熊
本
県
）

全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

マ
ス
タ
ー
ズ（
10
月
28
〜
30
日 

愛
知
県
）

70歳以上

池田 千恵子
（椿）

山口県選抜チーム 出
場

バスケット
ボール

ボウリ
ング

卓 球

フライング
ディスク
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歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た
収
支
は
10
億
６
０
４
２
万
円

と
な
り
、
こ
れ
か
ら
繰
越
明
許
費
の
財
源
と
し
て
平
成
23
年

度
へ
繰
り
越
し
た
額
４
億
６
２
２
９
万
円
を
差
し
引
い
た
実

質
収
支
は
、
５
億
９
８
１
３
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

市債（8.3％）
29億5,040万円 市税（16.2％）

（24.9％）

57億3,147万円

民生費（24.1％）
82億8,049万円

総務費（14.9％）
51億368万円

衛生費（8.0％）
27億5,490万円

教育費（13.5％）
46億1,345万円

その他（8.9％）
30億6,125万円

公債費（14.2％）
48億6,887万円

土木費（7.3％）
25億1,771万円

農林水産業費（9.1％）
31億2,575万円

国・県支出金
（22.2％）

78億6,010万円

地方交付税（41.4％）
146億5,238万円

繰入金（0.2％）
5,108万円

諸収入ほか（4.8％）
16億8,610万円

地方譲与税ほか
（3.2％）11億2,027万円

分担金及び負担金
（1.6％）4億4,019万円5億7,967万円

使用料及び手数料
（2.1％）7億5,505万円自主財源

（75.1％）依存財源

353億8,652万円343億2,610万円

　

一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
通
年
予
算
と

し
て
３
１
１
億
７
４
０
０
万
円
を
計
上
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
豪
雨
に
よ
る
災
害
復

旧
事
業
、
小
中
学
校
施
設
の
耐
震
化
を
促

進
す
る
事
業
な
ど
の
ほ
か
、国
の
補
正
予
算

（
第
１
号
）
に
よ
る
①
地
方
交
付
税
の
増
額

分
を
財
源
と
し
た
市
費
に
よ
る
「
萩
市
独

自
の
経
済
対
策
」
事
業
、
②
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
き
め
細
か
な
事
業
の
支
援
と
し

て
「
き
め
細
か
な
交
付
金
」
事
業
、
③
こ

れ
ま
で
住
民
生
活
に
と
っ
て
大
事
な
分
野

で
あ
り
な
が
ら
、
光
が
十
分
に
当
て
ら
れ

て
こ
な
か
っ
た
分
野
に
対
す
る
地
方
の
取

組
を
支
援
す
る
「
住
民
生
活
に
光
を
そ
そ

ぐ
交
付
金
」
事
業
な
ど
を
実
施
す
る
た
め
、

７
回
の
追
加
補
正
を
行
い
、
こ
れ
に
平
成

21
年
度
か
ら
の
繰
越
明
許
費
を
加
え
た
最

終
予
算
額
は
、
３
７
５
億
６
６
７
７
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
す
る
決
算
額
は
、歳
入
が
３
５

３
億
８
６
５
２
万
円
、歳
出
が
３
４
３
億
２

６
１
０
万
円
で
、歳
入
、歳
出
と
も
に
新
市

発
足
後
最
大
の
決
算
規
模
と
な
り
ま
し

た
。

　

歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た
収
支
は

10
億
６
０
４
２
万
円
と
な
り
、
こ
れ
か
ら

繰
越
明
許
費
の
財
源
と
し
て
平
成
23
年
度

へ
繰
り
越
し
た
額
４
億
６
２
２
９
万
円
を

差
し
引
い
た
実
質
収
支
は
、
５
億
９
８
１

３
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

◯
歳
入
の
状
況

　

歳
入
は
、
長
引
く
景
気
低
迷
に
よ
り
市

税
が
落
ち
込
み
、
自
動
車
取
得
税
交
付
金

等
の
経
常
的
な
交
付
金
も
減
少
し
ま
し
た

が
、
一
方
で
地
方
交
付
税
額
が
大
幅
に
増

加
し
、
ま
た
国
の
経
済
対
策
と
し
て
の
臨

時
交
付
金
が
交
付
さ
れ
た
結
果
、
対
平
成

21
年
度
比
で
19
億
円
を
超
す
増
収
と
な
り

ま
し
た
。

　

な
お
、
市
税
の
う
ち
入
湯
税
及
び
都
市

計
画
税
は
目
的
税
で
あ
り
、
都
市
計
画
事

業
な
ど
一
定
の
事
業
の
費
用
と
す
る
た
め

課
税
さ
れ
ま
す
。

　

入
湯
税
の
決
算
額
５
０
４
４
万
円
は
、

平
成
22
年
度
に
実
施
し
た
環
境
衛
生
施
設

や
観
光
施
設
の
整
備
、
観
光
の
振
興
に
要

す
る
経
費
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
都
市
計
画
税
の
決
算
額
４
億
９

９
２
万
円
は
、
平
成
22
年
度
に
実
施
し
た

公
園
事
業
、
街
路
事
業
、
公
共
下
水
道
事

業
及
び
以
前
に
実
施
し
た
事
業
の
財
源
と

一
般
会
計
の
決
算
概
要

平
成
22
年
度

し
て
借
り
入
れ
た
市
債
の
償
還
に
使
わ
れ

ま
し
た
。

◯
歳
出
の
状
況

　

国
の
経
済
対
策
に
伴
う
事
業
な
ど
、
平

成
21
年
度
か
ら
の
繰
越
明
許
費
が
多
額
で

あ
っ
た
こ
と
や
、
平
成
22
年
度
の
国
の
経

済
対
策
に
伴
う
事
業
や
新
政
権
に
よ
る
子

ど
も
手
当
の
実
施
に
伴
う
事
業
等
に
よ

り
、
支
出
が
増
大
し
ま
し
た
。

　

民
生
費
は
、
民
間
保
育
園
施
設
整
備
事

業
の
実
施
（
２
億
６
２
６
９
万
円
）、
児

童
館
整
備
事
業
の
増
（
１
億
１
８
２
８
万

円
）、
児
童
手
当
及
び
子
ど
も
手
当
支
給

事
業
の
増
（
４
億
５
７
５
２
万
円
）
な
ど

に
よ
り
、
教
育
費
は
小
学
校
施
設
耐
震
化

事
業
の
実
施（
１
億
４
６
８
０
万
円
）、
大

島
小
中
学
校
整
備
事
業
の
増
（
３
億
２
８

１
３
万
円
）、
新
図
書
館
整
備
事
業
の
増

（
６
億
７
７
９
４
万
円
）
な
ど
に
よ
り
大

幅
な
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
新
清
掃
工
場
に
係
る
萩
・
長

門
清
掃
一
部
事
務
組
合
負
担
金（
１
億
２
８

６
４
万
円
）
や
新
清
掃
工
場
へ
の
ア
ク
セ

ス
道
と
な
る
小
原
畦
田
線
の
整
備
事
業
の

実
施
（
１
億
４
９
０
３
万
円
）、
平
成
21
年

度
及
び
平
成
22
年
度
の
豪
雨
に
よ
る
災
害

〈平成 22 年度 決算額〉
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長
門
清
掃
一
部
事
務
組
合
」に
対
し
、新
清

掃
工
場
建
設
事
業
に
係
る
経
費
を
負
担

□
相
島
地
区
漁
獲
物
加
工
処
理
施
設
整
備

事
業
（
農
林
水
産
業
費
）
２
３
５
４
万
円

　

相
島
地
区
で
水
揚
げ
さ
れ
る
漁
獲
物
の

加
工
処
理
や
、
漁
業
者
グ
ル
ー
プ
が
作
業

や
研
修
を
行
う
た
め
の
施
設
を
建
設

□
萩
市
産
品
販
路
拡
大
事
業
（
商
工
費
）

　

１
５
６
９
万
円

　

農
林
漁
業
者
と
中
小
事
業
者
に
よ
る
新

た
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
、
首
都
圏

等
へ
の
販
路
拡
大
や
Ｐ
Ｒ
実
施
の
た
め
の

補
助
及
び
萩
市
産
品
の
魅
力
に
つ
い
て
の

情
報
の
集
約
・
発
信
を
実
施

□
阿
武
川
ダ
ム
湖
観
光
遊
覧
船
施
設
整
備

事
業
（
商
工
費
）　　
　

 

８
８
９
１
万
円

　

阿
武
川
ダ
ム
湖
で
の
観
光
遊
覧
船
事
業

実
施
の
た
め
の
施
設
整
備
及
び
観
光
遊
覧

船
の
購
入

□
笹
尾
新
茶
屋
線
道
路
整
備
事
業（
土
木

費
）　　
　
　
　
　

 
２
億
８
８
５
８
万
円

　

生
活
の
利
便
性
の
向
上
と
同
時
に
長
門

峡
や
阿
武
川
ダ
ム
湖
観
光
遊
覧
船
へ
の
観

光
ル
ー
ト
と
な
る
笹
尾
新
茶
屋
線
の
改
良

工
事
を
実
施
。
平
成
23
年
４
月
に
開
通

□
中
央
公
園
整
備
事
業
（
土
木
費
）

１
億
１
０
１
５
万
円

　

図
書
館
・
児
童
館
の
横
に
水
の
広
場
や

幼
児
の
遊
園
、
多
目
的
広
場
等
を
整
備

□
除
雪
対
策
事
業
（
土
木
費
）

　

２
６
９
５
万
円

　

積
雪
時
の
安
全
安
心
の
確
保
の
た
め
、

冬
期
防
災
計
画
に
基
づ
き
除
排
雪
事
業
を

実
施

□
防
災
対
策
事
業
（
消
防
費
）

　

５
３
９
８
万
円

　

萩
市
消
防
団
車
両
の
計
画
的
更
新
、
見

島
宇
津
地
区
へ
の
防
火
水
槽
の
設
置
、
事

前
避
難
所
災
害
備
蓄
食
料
等
の
整
備
を
実

施
し
た
ほ
か
、
河
川
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
や
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

し
該
当
す
る
地
区
に
配
布

□
大
島
小
中
学
校
校
舎
整
備
事
業（
教
育

費
）　　
　
　
　
　

 

５
億
２
１
６
４
万
円

　

大
島
小
中
学
校
併
設
に
よ
る
校
舎
整

備
、
給
食
室
改
築
及
び
周
辺
整
備
工
事
を

実
施
。
平
成
23
年
３
月
に
完
成

□
須
佐
田
万
川
学
校
給
食
共
同
調
理
場
施

設
整
備
事
業
（
教
育
費
）
４
４
７
４
万
円

　

須
佐
学
校
給
食
共
同
調
理
場
及
び
田
万

川
学
校
給
食
共
同
調
理
場
を
、
新
た
に
須

佐
田
万
川
学
校
給
食
共
同
調
理
場
と
し
て

統
合
整
備

□
小
学
校
施
設
耐
震
化
事
業
（
教
育
費
）

　

１
億
４
６
８
０
万
円

　

小
川
小
学
校
校
舎
、
越
ヶ
浜
小
学
校
及

び
育
英
小
学
校
の
屋
内
運
動
場
の
耐
震
補

強
工
事
を
実
施

□
佐
々
並
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
指

定
推
進
事
業
（
教
育
費
）　 

１
１
２
万
円

　

平
成
18
〜
19
年
度
で
実
施
し
た
保
存
対

策
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
保
存
計
画
を

策
定
。
平
成
23
年
６
月
に
国
の
重
要
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定

一般会計

□
新
図
書
館
整
備
事
業
（
教
育
費
）

　

９
億
１
１
３
６
万
円

　

新
図
書
館
の
建
設
を
行
い
、
開
館
に
向

け
外
構
工
事
、
備
品
の
整
備
等
を
実
施
。

平
成
20
年
度
に
事
業
着
手
し
、
平
成
23
年

３
月
21
日
に
開
館

□
見
島
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
整
備
事

業
（
教
育
費
）　　

 

３
億
５
４
８
８
万
円

　

見
島
に
お
け
る
離
島
宿
泊
体
験
施
設
、

公
民
館
及
び
支
所
機
能
等
を
併
せ
持
つ
新

施
設
を
整
備

■問い合わせ　財政課（２５・３６８２）

復
旧
事
業
の
実
施
（
１
億
９
７
５
７
万
円
）

な
ど
に
よ
る
支
出
が
増
大
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
性
質
別
で
見
る
と
、
義
務
的
経

費
の
う
ち
扶
助
費
が
大
幅
に
増
加
（
５
億

56
万
円
）
す
る
一
方
で
、
人
件
費
（
△
１

億
１
４
２
０
万
円
）
や
公
債
費
（
△
２
億

５
１
９
６
万
円
）は
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
経
済
対
策
の
影
響
も
あ
り
投
資
的

経
費
が
増
加
（
16
億
７
１
９
２
万
円
）
し

ま
し
た
。

□
情
報
基
盤
整
備
事
業
（
総
務
費
）

　

１
億
９
３
９
０
万
円

　

川
上
、
む
つ
み
、
福
栄
地
域
の
携
帯
電

話
の
不
感
地
帯
対
策
と
し
て
、
基
地
局
の

整
備
や
携
帯
電
話
光
伝
送
路
の
整
備
を

行
っ
た
ほ
か
、
木
間
地
区
で
の
地
上
デ
ジ

タ
ル
難
視
聴
の
解
消
、
相
島
地
区
の
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
化
を
実
施

□
児
童
館
整
備
事
業
（
民
生
費
）

　

１
億
６
８
０
８
万
円

　

子
育
て
環
境
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
新

図
書
館
に
併
設
す
る
児
童
館
の
建
設
、
外

構
工
事
、
備
品
整
備
を
実
施
。
平
成
20
年

度
に
事
業
着
手
し
、
平
成
23
年
３
月
21
日

に
開
館

□
萩
・
長
門
清
掃
一
部
事
務
組
合
負
担
金

事
業
（
衛
生
費
）　 

１
億
２
８
６
４
万
円

　

萩
市
と
長
門
市
と
で
構
成
す
る「
萩
・

会計名 現在高
一般会計 377億1,005万円
住宅新築資金等貸付 66万円
国民健康保険（直診勘定） 1億4,042万円
簡易水道 16億7,905万円
公共下水道 77億3,182万円
特定環境保全公共下水道 4億3,609万円
農業集落排水 36億4,583万円
漁業集落排水 17億9,958万円
林業集落排水 1,182万円
特定地域生活排水 1億803万円
個別排水 6,574万円

合　　計 533億2,909万円

平成23年５月31日現在
　

市
債
残
高
の
圧
縮
を
基
本
に
予
算
編
成

し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
全
会
計
の
市
債

残
高
の
合
計
額
は
前
年
度
に
比
べ
20
億
１

８
５
万
円
減
少
し
、
合
併
後
約
１
５
０
億

円
減
少
し
ま
し
た
。
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詳
し
い
内
容
は
、
市
役
所
本
庁
の
市
政

情
報
コ
ー
ナ
ー
、
各
総
合
事
務
所
地
域
振

興
部
門
、
ま
た
は
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

財
政
課
（
２
５
・
３
６
８
２
）

　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
地
方
公
共
団

体
の
財
政
の
健
全
度
を
計
る
「
健
全
化
判

断
比
率（
４
指
標
）」と「
資
金
不
足
比
率
」

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
「
健
全
化
判
断
比
率
」
は
下
表
の
と
お

り
で
、
い
ず
れ
の
数
値
と
も
早
期
健
全
化

基
準
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　
「
資
金
不
足
比
率
」に
つ
い
て
も
、
公
営

企
業
の
各
会
計
と
も
資
金
不
足
は
生
じ
て

い
ま
せ
ん
（
表
は
省
略
）。

　

ど
ち
ら
の
比
率
か
ら
も
萩
市
の
財
政
は

健
全
段
階
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。

会計名  歳入  歳出  差引うち一般会計繰入金
住宅新築資金等貸付 669万円 ― 506万円 163万円
土地取得 354万円 ― 354万円 0
国民健康保険

（事業勘定） 75億4,248万円 5億28万円 75億4,248万円 0

国民健康保険
（直診勘定） 4億1,648万円 5,410万円 4億1,648万円 0

後期高齢者医療 7億7,040万円 2億3,250万円 7億5,535万円 1,505万円
老人保健 2,928万円 ― 2,759万円 169万円
介護保険

（保険事業勘定） 59億2,379万円 10億2,885万円 58億3,861万円 8,518万円

介護保険
（サービス勘定） 1億2,291万円 2,556万円 1億2,291万円 0

簡易水道 3億9,039万円 1億5,006万円 3億9,039万円 0
公共下水道 14億2,613万円 6億3,532万円 14億2,610万円 3万円
特定環境保全
公共下水道 8,862万円 6,259万円 8,862万円 0

農業集落排水 9億6,949万円 4億2,350万円 9億6,949万円 0
漁業集落排水 4億7,278万円 2億2,552万円 4億7,278万円 0
林業集落排水 489万円 436万円 489万円 0
特定地域生活排水 4,799万円 2,929万円 4,799万円 0
個別排水 1,219万円 956万円 1,219万円 0
駐車場 1,646万円 133万円 1,175万円 471万円

合　　計 182億4,451万円 33億8,282万円 181億3,622万円 1億829万円

　

17
あ
る
特
別
会
計
の
決
算
状
況
は
左
表

の
と
お
り
で
す
。
各
会
計
と
も
収
支
は
、

０
ま
た
は
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

◯
各
特
別
会
計
の
状
況

　

簡
易
水
道
事
業
及
び
各
下
水
道
事
業

は
、
公
営
企
業
会
計
で
あ
る
た
め
、
当
該

事
業
に
か
か
る
経
費
を
主
に
使
用
料
等
の

特
別
会
計
の
決
算
概
要

特別会計

※各年度公表比率は、前年度決算に基づく数値です。①②は、萩市の各年度の決算の実質収支が
黒字であること、およびその他の会計で資金不足が生じていないため、「−」と表示しています。
※④の将来負担比率の（　）内は昨年度までの公表数値です。比率に関して国の見解が変更され
たため修正しました。

H23年度
公表比率

H22年度
公表比率

H21年度
公表比率

H20年度
公表比率

早期健全化
計画を必要
とする基準

財政再生
計画を必要
とする基準

①実質赤字比率 − − − − 12.43％以上 20.00％以上
②連結実質赤字比率 − − − − 17.43％以上 40.00％以上
③実質公債費比率 12.4％ 14.0% 15.0% 15.6% 25.0％以上 35.0％以上

④将来負担比率 62.3％ 104.4%
（79.5％）

119.9%
（85.7％）

129.9%
（104.6％） 350.0％以上

●健全化判断比率（４指標）

収
入
で
ま
か
な
っ
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
特
別
会
計
で
す
（
一
部
、
繰
出
基

準
に
よ
る
一
般
会
計
の
義
務
負
担
が
あ
り

ま
す
）。
各
会
計
と
も
収
入
が
不
足
す
る

た
め
、
一
般
会
計
か
ら
多
額
の
赤
字
繰
入

れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
及
び

介
護
保
険
事
業
（
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘

定
）
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年

度
決
算
を
も
っ
て
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

①実質赤字比率　一般会計の赤字の
程度を指標化し、財政運営の深刻度
を示すものです。赤字の場合に表示
されます。

②連結実質赤字比率　上記の一般会
計実質赤字額にその他全会計の赤字
額を合算し萩市全体の赤字の程度を
指標化したものです。赤字の場合に
表示されます。

③実質公債費比率　借入金の返済に
充てる公債費や公債費に準ずる経費の
大きさを指標化し、公債費の負担度合
を示すものです。

④将来負担比率　一般会計等の地方
債や将来支払っていく可能性のある
負担等（特別会計、３セク等関係法人
も含む連結的負債）の現時点での残
高の程度を指標化して、将来の財政
のひっ迫度合いを示すものです。

財
政
の
健
全
性
に
関
す
る
比
率
の
公
表
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収入＝6億5,314万円 支出＝6億7,066万円

収入＝3億9,676万円 支出＝5億2,370万円

水道料金
5億2,786万円

人件費
2億582万円

減価償却費
1億8,314万円

その他
1億2,417万円

上水道建設改良費
8,847万円

上水道企業債償還金
6,036万円

簡易水道建設改良費
3億2,539万円

不足額１億2,694万円は、
損益勘定留保資金等で
補填

他会計負担金等 9,149万円

支払利息 6,697万円

その他
3,379万円

動力費 3,904万円

簡易水道企業債償還金
4,948万円

他会計負担金等 1,588万円

企業債
2億30万円

修繕費 5,152万円

当年度
純損失

1,752万円

国県補助金
1億8,058万円

　

水
道
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
大
切
な
施
設
で
す
。
水
道

事
業
は
法
律
で
独
立
採
算
制
と
な
っ
て
お

り
、
経
費
は
皆
さ
ん
が
支
払
わ
れ
た
水
道

料
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の
決
算
状
況
は
、
夏
季
の

記
録
的
な
猛
暑
に
よ
る
給
水
需
要
の
増
加

が
要
因
と
な
り
、
料
金
収
入
は
増
加
し
た

も
の
の
、
依
然
と
し
て
経
営
状
況
は
厳
し

く
、
１
７
５
１
万
円
の
純
損
失
を
計
上
し

ま
し
た
。

　

建
設
改
良
事
業
に
つ
い
て
は
、
上
水
道

で
は
平
安
古
、
土
原
地
区
等
で
配
水
管
等

の
整
備
改
良
工
事
を
実
施
し
管
網
の
整
備

に
努
め
ま
し
た
。

　

簡
易
水
道
で
は
、
平
成
22
年
４
月
か
ら

施
設
整
備
事
業
を
実
施
し
て
い
る
木
間
地

区
に
お
い
て
、
配
水
管
布
設
工
事
を
実
施

し
、
ま
た
、
相
島
地
区
で
は
昨
年
に
引
き

続
き
、
ろ
過
施
設
等
老
朽
施
設
の
更
新
事

業
を
実
施
し
安
全
で
き
れ
い
な
水
の
供
給

に
努
め
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
厳
し
い
経
営
環
境
の
中
、
効

率
的
な
財
政
運
営
に
努
め
、
安
定
し
た
給

水
を
図
り
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
送

れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

水
道
管
理
課
（
２
５
・
３
３
９
０
）

萩市水道事業会計

　

市
民
病
院
は
、
平
成
12
年
４
月
の
開
院

以
来
、
丸
11
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
の
決
算
概
況
は
、
入
院
患

者
数
が
延
べ
２
万
９
９
１
１
人
、
外
来
患

者
数
が
延
べ
６
万
９
９
２
０
人
で
、
こ
の

結
果
、
収
益
的
収
支
は
１
４
１
万
円
と
、

開
院
以
来
初
の
単
年
度
黒
字
を
計
上
し
ま

し
た
。

　

前
年
度
と
比
べ
入
院
が
４
２
８
人
減
少

し
た
も
の
の
、
外
来
は
２
６
９
５
人
増
加

し
、
過
去
最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。
救
急

車
に
よ
る
搬
入
患
者
数
は
６
０
７
人
と
前

年
度
か
ら
35
人
増
加
、
手
術
件
数
に
つ
い

て
は
４
６
５
件
と
前
年
度
に
比
べ
33
件
減

少
し
ま
し
た
。

　

建
設
改
良
事
業
に
つ
い
て
は
、
画
像
診

断
の
フ
ィ
ル
ム
レ
ス
化
を
実
現
す
る
モ
ニ

タ
ー
診
断
装
置
の
導
入
や
生
化
学
自
動
分

析
装
置
、
心
エ
コ
ー
装
置
等
の
医
療
機
器

を
購
入
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
改
革
プ
ラ
ン
に
お
け
る
経

常
黒
字
化
を
目
指
し
、
地
方
公
営
企
業
の

基
本
原
則
で
あ
る
経
済
性
を
発
揮
す
る
と

と
も
に
、
県
の
保
健
医
療
計
画
に
公
の
役

割
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
「
急
性
心
筋

梗
塞
に
対
す
る
急
性
期
医
療
」の
機
能
や
、

「
が
ん
」「
糖
尿
病
」「
救
急
医
療
」「
へ
き

地
医
療
」「
小
児
医
療
」
な
ど
地
域
で
求

め
ら
れ
る
役
割
を
担
い
、
萩
保
健
医
療
圏

で
唯
一
の
公
立
病
院
と
し
て
、
住
民
の
福

祉
増
進
に
寄
与
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

萩
市
民
病
院
（
２
５
・
１
２
０
０
）

収入＝24億6,593万円 支出＝24億6,452万円

収入＝2億1,833万円 支出＝3億3,518万円

診療収入等
19億9,218万円

診療材料・
医療機器保守等
21億1,852万円

企業債
1億710万円

補助金 4億4,332万円

負担金
1億500万円 企業債償還金

2億1,653万円

建設改良費
1億1,865万円不足額1億1,685万円は、

損益勘定留保資金等で
補填

減価償却費等 2億7,162万円
その他

3,043万円

出資金
523万円
寄付金
100万円

支払利息
7,438万円

収支差額
141万円

萩市病院事業会計

企業会計
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９
月
７
日
、
大
島
港
付
近
で
、
定
期
船
乗

場
に
向
か
う
途
中
で
海
に
誤
っ
て
転
落
し
た

方
を
、
岡
村
豊ゆ
た
かさ

ん
、
豊
田
好よ
し
は
る

晴
さ
ん
、
田

中
信し
ん
た
ろ
う

太
郎
さ
ん
（
大
島
在
住
、
萩
海
運
有
限

会
社
勤
務
）
の
３
人
が
救
助
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
16
日
、
こ
の
人
命
救
助
に
対
し
萩
市

消
防
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
人
が
定
期
船
の
出
港
準
備
に
就
い
て
い

た
と
こ
ろ
海
に
転
落
さ
れ
た
方
に
気
づ
き
、

岡
村
さ
ん
が
海
に
飛
び
込
み
豊
田
さ
ん
と
田

中
さ
ん
が
陸
に
引
き
上
げ
ま
し
た
。
救
助
さ

れ
た
方
は
け
が
も
な
く
無
事
で
し
た
。

人
命
救
助
に
感
謝
状
贈
呈

　

株
式
会
社
丸
久
（
田
中
康や
す
お男

代
表
取
締
役

社
長
）
か
ら
、
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し

て
、
防
災
や
市
民
の
安
心
安
全
の
た
め
、
道

路
パ
ト
ロ
ー
ル
用
の
四
輪
駆
動
ワ
ン
ボ
ッ
ク

ス
型
軽
自
動
車
（
約
１
３
０
万
円
）
の
寄
贈

が
あ
り
、
納
車
式
が
９
月
21
日
に
市
役
所
本

庁
ロ
ビ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

萩
市
で
は
、
従
来
か
ら
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
寄
付
で
台
風

等
の
異
常
気
象
の
時
に
も
活
用
す
る
な
ど
、

パ
ト
ロ
ー
ル
を
よ
り
充
実
さ
せ
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
常
に
安
心
し
て
通
行
で
き
る
道
路
維

持
管
理
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

丸
久
か
ら
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
車
の
寄
贈

左から、岡村豊さん、豊田好晴さん、田中信太郎さん

第
８
期 

21
は
ぎ
市
民
会
議
が
市
に
提
言

　

21
は
ぎ
市
民
会
議
は
、
萩
市
が
直
面
し
て

い
る
課
題
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
が
中
心

と
な
っ
て
考
え
、
主
体
と
な
っ
て
行
う
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
萩
市
へ
の
提
言

を
行
う
市
民
の
会
議
組
織
で
す
。

　

今
期
の
21
は
ぎ
市
民
会
議
（
柴
田
寿
美
子

会
長
、
52
人
）
は
「
人
口
減
少
に
ブ
レ
ー
キ

を
か
け
、
元
気
な
萩
を
つ
く
ろ
う
!!
」
を
共

通
テ
ー
マ
に
設
定
し
て
、
６
つ
の
部
会
に
分

か
れ
、
仕
事
や
生
活
、
子
ど
も
の
未
来
な
ど

の
観
点
か
ら
、
一
年
間
か
け
て
協
議
・
検
討

し
て
き
ま
し
た
。

　

９
月
９
日
、
市
民
館
で
開
催
さ
れ
た
報
告

会
で
、
こ
れ
ま
で
協
議
・
検
討
し
た
活
動
の

成
果
が
萩
市
に
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
言
内
容
に
つ
い
て
は
、
市
の
関
係
課
で

事
業
化
、
予
算
化
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

○
主
な
提
言
内
容

【
市
民
生
活
部
会
】

▽
ゴ
ミ
処
理
か
ら
考
え
る
元
気
な
萩
づ
く
り

【
福
祉
・
子
育
て
部
会
】

▽
住
民
主
体
の
福
祉
の
輪
づ
く
り　

▽
福

祉
・
子
育
て
環
境
の
改
善
と
地
域
と
の
連
携

に
つ
い
て
▽
萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
体
制

強
化
と
行
政
と
の
協
調

【
農
林
水
産
部
会
】

▽
多
様
な
農
業
の
担
い
手
確
保
と
経
営
者
育

成
に
数
値
目
標
を　

▽
有
機
農
業
を
核
と
し

た
環
境
保
全
型
農
業
の
推
進　

▽
地
域
資
源

を
活
用
し
た
新
し
い
産
業
の
創
出
、
起
業
の

促
進

【
商
工
観
光
部
会
】

▽
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
受
入
対
策
の
事
業

推
進
に
向
け
た
提
案　

▽
「
萩
の
四
季
花
ご

よ
み
」
を
活
用
し
た
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
提
案

【
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
部
会
】

▽
萩
市
に
お
け
る
国
際
交
流
の
活
性
化

▽
維
新
の
街
の
童
謡
・
唱
歌
コ
ン
サ
ー
ト

▽
映
画
文
化
に
よ
る
街
づ
く
り

▽
イ
ベ
ン
ト
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
発
行

【
キ
ッ
ズ
環
境
部
会
】

▽
子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
遊
び
場
環
境
を
考

え
る
場
づ
く
り

※
提
言
書
は
市
役
所
本
庁
の
市
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
、各
総
合
事
務
所
、図
書
館
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。
ま
た
、提
言
内
容
の
全
文
は
、
萩

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

報
告
会（
９
月
９
日
）

キッズ環境部会
白上由紀江さん

子育て部会
加藤善隆さん
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10
月
１
日
〜
10
日
、
古
き
良
き
町
並
み
を

今
も
と
ど
め
る
風
情
の
漂
う
ま
ち
萩
の
城
下

町
界
隈
で
、
着
物
を
着
て
ま
ち
歩
き
を
楽
し

む
イ
ベ
ン
ト
「
着
物
ウ
ィ
ー
ク
in
萩
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
10
月
１
日
〜
11
日
に
開
催
さ
れ
た

「
お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体
」
期
間
中
の
開

催
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
全
国
か
ら
萩
市
を

訪
れ
た
方
々
に
着
物
の
似
合
う
町
並
み
が
残

る
萩
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

城
下
町
は
和
装
の
人
で
賑
わ
い
、
参
加
者

は
着
物
で
ま
ち
歩
き
を
す
る
こ
と
で
日
常
と

は
違
っ
た
「
和
」
の
世
界
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

９
月
11
日
、
サ
ン
ラ
イ
フ
萩
で
山
口
県
総

合
芸
術
文
化
祭
・
山
口
県
川
柳
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
萩
出
身
で
川
柳
中

興
の
祖
・
井
上
剣
花
坊
の
命
日
。

　

ジ
ュ
ニ
ア
（
小
・
中
学
生
）
の
部
で
は

８
２
３
人
の
参
加
が
あ
り
、田
村
和
輝
君（
明

倫
小
６
年
）
と
萬
谷
麟
君
（
多
磨
小
４
年
）

の
句
が
最
優
秀
賞
で
あ
る
天て
ん
い位
賞
に
選
ば
れ

ま
し
た
。
高
校
生
一
般
の
部
で
は
１
１
７
人

の
参
加
が
あ
り
、
萩
市
か
ら
は
嶋し
ま
ざ
き嵜

想そ
う
め女

（
靖や
す
こ子

）
さ
ん
が
萩
市
長
賞
に
、
大
場
孔く
し
ょ
う晶

（
洋
）
さ
ん
が
萩
市
教
育
長
賞
に
そ
れ
ぞ
れ

入
賞
し
ま
し
た
。

県
下
の
川
柳
愛
好
家
が
自
慢
の
句
を
披
露

「
手て

づ
か塚

猛た
け
ま
さ昌

」（
須
佐
出
身
）の
顕
彰
碑
を
建
立

（左）田村和
かずき

輝君（明倫小６年） （右）萬
まんたに

谷麟
りん

君（多磨小４年）

　

須
佐
出
身
の
手
塚
猛
昌
は
、
明
治
27
年

（
１
８
９
４
）
慶
応
義
塾
の
恩
師
福
沢
諭
吉

の
勧
め
に
よ
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
時
刻
表
を
手

本
と
し
た
、
日
本
で
初
め
て
の
本
格
的
な
月

刊
時
刻
表
「
汽
車
汽
船
旅
行
案
内
」
を
発
刊

し
ま
し
た
。
こ
の
時
刻
表
の
発
刊
に
よ
り
交

通
運
輸
の
利
用
は
格
段
に
拡
充
し
、
近
代
日

本
発
展
の
一
翼
を
担
い
ま
し
た
。

　

彼
の
功
績
を
次
代
に
伝
え
る
た
め
実
行
委

員
会
を
立
ち
上
げ
顕
彰
碑
を
建
立
し
、
10
月

５
日
に
Ｊ
Ｒ
須
佐
駅
前
で
除
幕
式
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
彼
の
功
績
を
広
め
、
地
域
活
性

化
の
一
助
に
し
た
い
と
、
活
動
の
輪
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

■
手
塚
猛
昌

　

嘉か
え
い永
６
年
（
１
８
５
３
）
須
佐
村
河
原
丁

で
誕
生
。
士
族
と
は
い
え
貧
し
い
生
活
の
な

か
四し
し
ょ書

五ご
き
ょ
う

経
を
独
学
で
学
ぶ
。
明
治
４
年
、

福
川
村
手
塚
家
の
養
子
と
な
り
神
官
と
し
て

身
を
立
て
た
が
、
向
学
心
に
富
む
猛
昌
は
、

33
歳
の
老
書
生
と
し
て
慶
応
義
塾
に
学
ぶ
。

明
治
22
年
、
庚こ
う
い
ん
し
ん
し
し
ゃ

寅
新
誌
社
を
創
立
、
明
治
27

年
10
月
５
日
「
汽
車
汽
船
旅
行
案
内
」
を
発

刊
し
、
名
声
を
高
め
た
猛
昌
は
財
界
人
と
し

て
も
活
躍
、
東
洋
印
刷
や
帝
国
劇
場
、
横
須

賀
電
気
瓦ガ

ス斯
、東
京
市
街
鉄
道（
後
の
都
電
）、

旅
行
案
内
社
な
ど
の
創
設
等
に
関
わ
っ
た
。

特
に
創
刊
か
ら
明
治
・
大
正
・
昭
和
と
発
行

さ
れ
た
月
刊
「
旅
行
案
内
」
は
、
現
在
の
時

刻
表
の
祖
で
も
あ
り
、
彼
の
苦
労
の
作
で
も

あ
る
。

須佐駅前の顕彰碑と手塚猛昌の
曾孫の末岡はるみさん（土原）

手塚猛昌
（1853-1932 年）

日本で初めての
本格的な月刊時刻表

着
物
が
似
合
う
ま
ち
！
着
物
ウ
ィ
ー
ク 

in 

萩

き
も
ち
い
い

マ
マ
の
お
ひ
ざ
は

ぼ
く
の
い
す

信
じ
る
よ

正
直
者
の

君
の
こ
と

時刻表
の父
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子
ど
も
手
当
に
係
る
特
別
措

置
法
が
成
立
し
、
10
月
か
ら
来
年

３
月
ま
で
の
制
度
の
内
容
が
下
表

の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

　

10
月
以
降
の
手
当
を
受
け
る
に

は
、
現
在
受
給
中
の
方
も
含
め
、

支
給
要
件
に
該
当
す
る
す
べ
て
の

方
が
新
た
に
申
請
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

９
月
末
現
在
、
萩
市
で
子
ど
も

手
当
を
受
給
し
て
い
た
方
に
は
、

10
月
中
旬
に
申
請
書
類
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
平
成

24
年
３
月
末
ま
で
に
申
請
す
れ

ば
、
10
月
分
の
手
当
か
ら
受
給
で

き
ま
す
。
申
請
が
な
い
場
合
、
引

き
続
き
手
当
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。　

　

今
回
の
制
度
の
変
更
に
伴
い
、

新
た
に
支
給
要
件
に
該
当
す
る

方
、
ま
た
10
月
１
日
以
降
の
出
生

や
転
入
を
さ
れ
た
方
は
本
人
か
ら

の
申
請
が
必
要
で
す
。
不
明
な
場

合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
24
年
４
月
分
以
降

の
制
度
は
未
定
で
す
。

◎
支
給
月

　

10
月
分
か
ら
来
年
１
月
分
ま
で

の
４
か
月
分
を
ま
と
め
て
２
月

に
、
２
月
〜
３
月
分
の
手
当
は
、

６
月
に
支
給
し
ま
す
。

◎
申
請
に
必
要
な
も
の

①
健
康
保
険
証
の
写
し
（
国
民
健

康
保
険
の
場
合
は
不
要
）

※
健
康
保
険
組
合
、
全
国
健
康
保

険
協
会
、私
立
学
校
教
職
員
共
済
、

全
国
土
木
建
築
国
民
健
康
保
険
組

合
、
日
本
郵
政
共
済
組
合
、
文
部

科
学
省
共
済
組
合（
大
学
等
支
部
）

が
発
行
す
る
保
険
証
以
外
の
場
合

は
、
年
金
加
入
証
明
書
に
勤
務
先

の
証
明
が
必
要
で
す
。

②
振
込
口
座
の
通
帳

③
印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
）

※
①
〜
③
は
、申
請
者
（
父
母
等
）

本
人
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

④
養
育
し
て
い
る
子
ど
も
が
市
外

に
い
る
場
合
は
、
そ
の
子
ど
も
の

世
帯
全
員
の
住
民
票

※
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

対象者 申請方法

９月30日まで萩市で受給中の方 10月中旬に申請書類を発送
平成24年3月末までに申請すれば、10月分から支給

今回の制度内容の変更に伴い、新た
に支給要件に該当する方

本人からの申請が必要
平成24年3月末までに申請すれば、支給要件に該当することになった日の翌
月分から支給（ただし、10月1日現在で該当する場合は10月分から支給）

10月1日以降の出生や転入により、
新たに受給できる、または支給額が
増額となる方

本人からの申請が必要
出生日・転出予定日から15日以内に申請すれば、出生日・転出予定日の翌月分
から支給。15日を過ぎた場合は申請日の翌月分から支給

申 請 方 法

９月分まで 10月分〜３月分

対象者（変更なし）
支給月額 ０歳〜中学生（一律）　 1万3000円

０〜３歳未満（一律） 1万5000円
３歳〜小学生
　第１•２子
　第３子以降

1万円
1万5000円

中学生（一律） 1万円

子どもの国内居住要件 なし
（国外居住の場合、面会等必要）

あり
（留学は対象となる場合あり）

父母別居の場合の受給資
格者 生計を維持する程度が高い方

生計を維持する程度が高い方
ただし、離婚協議中である場合は、子
どもと同居している保護者を優先

児童養護施設等に入所し
ている子ども 父母等に支給（面会等必要） 施設の設置者などに支給

未成年後見人等への支給 支給なし
要件を満たす未成年後見人や父母指
定者（父母などが国外居住の場合）に
支給

制 度 の 変 更 点

子育て支援課（２５・３５３６）、各総合事務所市民窓口部門問い合わせ
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エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩
情
報
（
２
４
・
５ゴ

ミ
ゼ
ロ
ゼ
ロ

３
０
０
）

○
不
用
品
活
用
銀
行

■
お
ゆ
ず
り
し
ま
す

ガ
ラ
ス
（
天
板
）、キ
ー
ボ
ー
ド
（
電

気
式
）、着
物
（
訪
問
着
）、着
物
（
男

女
）
こ
い
の
ぼ
り
、
五
月
人
形
（
ケ

ー
ス
入
）、
座
卓
、
デ
コ
ラ
（
天
板
）、

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ

レ
、
メ
ロ
デ
ィ
時
計

■
お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

家
庭
用
金
庫
、
着
物
（
男
・
女
）、

こ
い
の
ぼ
り
、
五
月
人
形
、
子
供
用

自
転
車
（
女
子
）、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
、萩
商
工
高
校
制
服（
男
子
用
）、

ひ
な
人
形

◆
登
録
は
３
か
月
間
。
登
録
者
と
直

接
交
渉
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
希
望

者
は
、
エ
コ
プ
ラ
ザ
･
萩
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
成
立
し
た
場
合
や
登
録

を
取
り
消
さ
れ
る
場
合
も
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◎
リ
サ
イ
ク
ル
講
座

○
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

■
と
き  

11
月
13
日
（
日
）
午
前
10

時
〜
正
午

■
定
員　

10
人
程
度

▽
参
加
料　

１
０
０
円

▽
申
込
先　

エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩

◎
休
館
日　

毎
週
水
曜
日
、
毎
月
第

２
木
曜
日

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
に
つ
い
て

　

10
月
１
日
か
ら
65
歳
以
上
の
希

望
者
に
対
し
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
始
め
ま
し

た
。
１
回
分
に
限
り
、
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

■
接
種
期
間　

10
月
１
日
〜
平
成

24
年
２
月
29
日

■
対
象
者　

萩
市
在
住
の
65
歳
以

上
の
方
、
ま
た
は
60
歳
か
ら
65
歳

未
満
の
方
で
、
心
臓
や
腎
臓
等
に

重
い
病
気
を
有
す
る
方

■
接
種
場
所　

山
口
県
医
師
会
お

よ
び
益
田
市
医
師
会
に
属
す
る
医

療
機
関

■
自
己
負
担
額　

１
２
６
０
円

※
生
活
保
護
受
給
者
の
方
は
全
額

免
除
さ
れ
ま
す
。
福
祉
事
務
所
長

が
交
付
し
て
い
る
医
療
依
頼
証
を

医
療
機
関
の
窓
口
で
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

健
康
増
進
課
（
２
６
・
０
５
０
０
）

大
井
川（
大
井
地
区
）の
水

防
警
報
発
令
基
準
の
変
更

　

県
で
は
河
川
洪
水
か
ら
人
命
を

守
る
た
め
、
水
防
警
報
対
象
河
川

の
水
位
を
観
測
し
、
基
準
水
位
を

も
と
に
水
防
活
動
や
避
難
判
断
の

目
安
と
な
る
水
防
警
報
を
発
令
し

て
い
ま
す
。

　

高
潮
の
影
響
を
排
除
す
る
た

め
、
９
月
28
日
か
ら
、
大
井
坂
本

水
位
局
の
水
防
団
待
機
水
位
（
防

災
機
関
の
出
動
準
備
の
目
安
と
な

る
水
位
）
が
、
2.2
ｍ
か
ら
2.4
ｍ
に

変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
は
ん
濫
注
意
水
位
（
防

災
機
関
が
出
動
し
警
戒
に
あ
た
る

水
位
、3.1
ｍ
）、避
難
判
断
水
位（
避

難
開
始
の
目
安
と
な
る
水
位
、
3.2

ｍ
）、
は
ん
濫
危
険
水
位
（
は
ん

濫
の
恐
れ
が
生
じ
避
難
指
示
を
発

令
す
る
水
位
、4.6
ｍ
）
に
つ
い
て
、

は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

※
水
位
基
準
は
河
川
ご
と
に
違
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

防
災
安
全
課
（
２
５
・
３
８
０
８
）

景
観
計
画
区
域
の
変
更
に

伴
う
説
明
会
の
開
催

　

市
で
は
、
市
域
全
体
を
景
観
計

画
区
域
に
設
定
し
、
重
点
景
観
計

画
区
域
と
一
般
景
観
計
画
区
域
に

区
分
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、「
九
州
・
山
口
の
近
代

化
産
業
遺
産
群
」
の
構
成
資
産

候
補
と
な
っ
て
い
る
萩
反
射
炉
・

恵え

び

す
美
須
ヶが
は
な鼻
造
船
所
跡
周
辺
は
、

建
築
物
の
具
体
的
な
高
さ
制
限
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
世
界
遺
産
へ
の

推
薦
に
先
立
ち
、
こ
の
周
辺
地
区

に「
16
ｍ
」以
内
の
高
さ
制
限（
一

般
景
観
計
画
区
域
「
川
外
都
市
計

画
区
域
（
B
地
区
）」）
を
設
け
る

予
定
で
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
地
図

の
範
囲
内
（
前
小
畑
・
中
小
畑
・

後
小
畑
地
区
）
の
土
地
所
有
者
お

よ
び
居
住
者
等
で
関
係
さ
れ
る
方

は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
と
き　

10
月
21
日
（
金
）
午
後

７
時
〜
（
１
時
間
程
度
）

■
と
こ
ろ　

恵
比
須
会
館
（
中
小

畑
）問

い
合
わ
せ

都
市
計
画
課
（
２
５
・
３
６
４
７
）

□
景
観
計
画
の
区
域
区
分
変
更
区
域

萩反射炉

恵美須ヶ鼻造船所跡
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義
援
金
の
受
付
を
12
月
末

ま
で
延
長
し
ま
す

　
「
東
日
本
地
震
災
害
を
救
援
す

る
萩
市
の
会
」
で
募
集
し
て
い
る

義
援
金
は
、
受
付
期
限
を
12
月
末

ま
で
延
長
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
温

か
い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

福
祉
課
（
２
５
・
３
５
５
０
）

全
国
母
子
世
帯
等
調
査
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
全
国
の
母

子
世
帯
、
父
子
世
帯
、
父
母
の
い

な
い
児
童
の
い
る
世
帯
の
生
活
の

実
態
を
把
握
し
、
福
祉
対
策
の
充

実
を
図
る
た
め
、
調
査
を
実
施
し

ま
す
。

　

10
月
中
旬
か
ら
対
象
地
区
の
す

べ
て
の
方
を
対
象
に
準
備
調
査

を
、
11
月
か
ら
母
子
世
帯
等
に
該

当
す
る
方
を
対
象
に
本
調
査
を
行

い
ま
す
。

　

期
間
中
、
対
象
地
区
に
調
査
証

を
持
参
し
た
調
査
員
が
訪
問
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
対
象
地
区　

無
田
ケ
原
の
３
の

一
部
、
小
川
１
区
（
田
万
川
）

問
い
合
わ
せ　

子
育
て
支
援
課
母
子
福
祉
係　
　

　
　
　
　
　

 

（
２
５
・
３
５
３
６
）

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業

者
の
追
加

　

次
の
業
者
が
新
た
に
指
定
給
水

装
置
工
事
事
業
者
に
加
わ
り
ま
し

た
。　
　
　
　

大
栄
建
設
株
式
会
社
須
佐
営
業
所

（
須
佐
）

　
（
０
８
３
８
７
・
６
・
５
７
０
０
）

　

水
道
工
事
を
行
う
時
は
、
必
ず

市
の
指
定
業
者
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

水
道
工
務
課
（
２
５
・
３
３
９
２
）

山
口
県
最
低
賃
金
が
改
正

さ
れ
ま
し
た

　

県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者

に
適
用
さ
れ
る
最
低
賃
金
が
改
正

さ
れ
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
等

を
含
め
労
働
者
に
は
最
低
賃
金
以

上
の
賃
金
が
支
払
わ
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

■
山
口
県
最
低
賃
金　

６
８
１
円

→
６
８
４
円
（
１
時
間
）

■
効
力
発
生
日　

10
月
６
日

問
い
合
わ
せ　

萩
労
働
基
準
監
督
署

　
　
　
　
　

 

（
２
２
・
０
７
５
０
）

大
島
診
療
所
に
公
用
車
を

配
備

　

往
診
や
救
急
患
者
の
搬
送
等
に

利
用
す
る
た
め
、
10
月
か
ら
大
島

診
療
所
に
公
用
車
（
ワ
ン
ボ
ッ
ク

ス
型
軽
貨
物
自
動
車
）
を
配
備
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
雨
天
時

や
緊
急
時
の
利
便
性
が
向
上
し
ま

す
。問

い
合
わ
せ

地
域
医
療
推
進
課

　
　
　
　
　

 

（
２
５
・
２
１
８
２
）

紅
葉
を
楽
し
む

長
門
峡
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
（
無

料
）
運
行

　

紅
葉
シ
ー
ズ
ン
中
、
無
料
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
が
運
行
さ
れ
ま
す
。
国

の
名
勝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
長

門
峡
」
の
美
し
い
渓
谷
、
紅
葉
を

堪
能
さ
れ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

長
門
峡
観
光
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

■
運
行
コ
ー
ス
（
時
間
）

◦
萩
バ
ス
セ
ン
タ
ー
（
午
前
９
時

10
分
発
）
→
萩
阿
武
川
温
泉
（
９

時
35
分
）
→
長
門
峡
竜り
ゅ
う
ぐ
う
ぶ
ち

宮
淵

（
10
時
着
）

•
長
門
峡
竜
宮
淵
（
午
後
４
時
30

分
発
）
→
萩
阿
武
川
温
泉
（
５
時
）

→
萩
バ
ス
セ
ン
タ
ー
（
５
時
20
分

着
）

■
運
行
日

10
月
29
日（
土
）〜
11
月
27
日（
日
）

の
土
・
日
曜
日
、
祝
日

※
長
門
峡
竜
宮
淵
と
長
門
峡
道
の

駅
（
阿
東
町
）
の
間
は
、
有
料
の

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
運
行
さ
れ
ま

す
。問

い
合
わ
せ

防
長
交
通
萩
営
業
所

 

（
２
２
・
３
８
１
１
）

密
輸
情
報
提
供
の
お
願
い

　

門
司
税
関
で
は
、
10
月
を
「
薬

物
お
よ
び
銃
器
取
締
強
化
期
間
」

と
定
め
、
密
輸
の
取
締
り
、
情
報

収
集
を
強
化
し
ま
す
。
皆
さ
ん
か

ら
寄
せ
ら
れ
る
密
輸
に
関
す
る
情

報
は
、
密
輸
の
摘
発
に
つ
な
が
る

貴
重
な
手
掛
か
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

覚
せ
い
剤
・
麻
薬
等
の
不
正
薬

物
や
け
ん
銃
等
の
密
輸
に
関
係
が

あ
り
そ
う
な“
不
審
な
話
”や“
う

わ
さ
”
を
耳
に
し
た
ら
、
ど
ん
な

些
細
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の

で
、税
関
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
通
報
先　

◦
門
司
税
関
密
輸
ダ
イ
ヤ
ル
（
24

時
間
受
付
）

　
（
０
１
２
０
・
４
６
１
・
９
６
１
）

◦
下
関
税
関
支
署
萩
出
張
所

               

（
２
５
・
５
１
２
０
）

い
も
掘
り
フ
ェ
ス
タ

　

標
高
４
０
０
ｍ
の
平
わ
ら
び
台

で
サ
ツ
マ
イ
モ
を
収
穫
し
て
、
秋

の
一
日
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

■
と
き　

10
月
30
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
２
時
30
分
（
受
付
９

時
〜
）

■
と
こ
ろ　

夢
る
〜
ら
る
雲
海

（
福
井
上
）

■
参
加
料　

中
学
生
以
上
２
０
０

０
円
、
小
学
生
１
０
０
０
円

■
定
員　

２
０
０
人
（
先
着
順
）

■
主
催　

平
わ
ら
び
台
交
流
ツ

ア
ー
実
行
委
員
会

申
し
込
み

10
月
24
日
ま
で
に
、
福
栄
総
合
事

務
所
産
業
振
興
部
門（
５
２
・
０
１

２
１
）
へ

「
文
化
財
に
親
し
む
会
」

　

文
化
財
保
護
強
調
週
間
（
11
月

１
日
〜
７
日
）
に
合
わ
せ
、
文
化
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財
に
親
し
む
行
事
を
開
催
し
ま

す
。

■
と
き　

11
月
６
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
〜
正
午
（
９
時
20
分
ま

で
に
萩
博
物
館
講
座
室
に
集
合
）

※
雨
天
決
行

■
と
こ
ろ　

萩
博
物
館
、
堀
内
伝

建
地
区
周
辺

■
内
容　

講
演
「
堀
内
の
秘
密
」

講
師　

清
水
満み
つ
ゆ
き
幸
（
萩
物
館
統
括

学
芸
員
）、
堀
内
伝
建
地
区
散
策

■
募
集
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

無
料

主
催
・
申
し
込
み　

萩
博
物
館
内
萩
文
化
財
保
護
協
会

　
　
　
　
　

 

（
２
２
・
６
４
５
０
）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
笠
山
の
不
思
議
」

　

笠
山
で
火
山
や
自
然
が
創
り
出

し
た
地
形
の
神
秘
な
ど
を
学
ぶ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま

す
。

■
と
き　

11
月
６
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
30
分
（
１
時
20

分
ま
で
に
笠
山
山
頂
駐
車
場
に
集

合
）

※
雨
天
決
行

■
と
こ
ろ　

笠
山
火
口
・
展
望
台

ほ
か

■
内
容　

実
験
等
に
よ
る
学
習　

講
師　

永な
が
お尾
隆た
か
し志
（
山
口
大
学
大

学
院
理
工
学
研
究
科
教
授
）

■
定
員
30
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

無
料

主
催
・
申
し
込
み

Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館　

　
　
　
　
　

 

（
２
５
・
３
１
７
７
）

萩
探
訪
ツ
ア
ー
「
萩
・
長
門

峡
観
光
遊
覧
船
と
佐
々
並

市
を
め
ぐ
る
ツ
ア
ー
」

　

萩
・
長
門
峡
観
光
遊
覧
船
で
阿

武
川
ダ
ム
湖
を
周
遊
し
、
国
の
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に

選
定
さ
れ
た
佐
々
並
市
を
め
ぐ
り

ま
す
。

■
と
き　

11
月
11
日
（
金
）
午
前

９
時
〜
午
後
３
時
40
分
（
９
時
に

市
役
所
正
面
玄
関
に
集
合
）

■
内
容　

萩
・
長
門
峡
観
光
遊
覧

船
で
渓
谷
散
策
、
阿
武
川
ダ
ム
・

発
電
所
見
学
、
佐
々
並
市
巡
り

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
方
（
小

学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

■
参
加
料　

５
０
０
円（
昼
食
代
、

乗
船
料
等
は
別
途
必
要
）

■
募
集
人
数　

40
人
（
先
着
順
）

■
申
込
期
間　

10
月
17
日
〜
26
日

主
催
・
申
し
込
み

地
域
政
策
調
整
課

　
　
　
　
　

 

（
２
５
・
３
８
１
９
）

や
ま
ぐ
ち
商
人
塾

　

山
口
県
商
店
街
振
興
組
合
連
合

会
で
は
、
商
店
街
の
若
手
リ
ー

ダ
ー
等
の
養
成
を
目
的
に
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

10
月
27
日
（
木
）
午
後

６
時
〜
９
時

■
と
こ
ろ　

萩
商
工
会
議
所
（
江

向
）

■
演
題　
「
市
民
力
、
地
域
力
、

組
織
力
の
可
能
性
〜
官
民
一
体
の

底
力
〜
」

■
講
師　

和
田
健た
け
し資
（
下
関
観
光

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
副
会
長
）

■
対
象
者　

商
店
街
青
年
部
お
よ

び
若
手
商
業
者
、
商
店
街
関
係
者

と
連
携
を
検
討
し
て
い
る
方

■
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

■
受
講
料　

無
料

※
講
演
後
、
懇
親
交
流
会
（
会
費

が
必
要
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

申
し
込
み

10
月
20
日
ま
で
に
、
事
務
局
山

口
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
内

（
０
８
３
・
９
２
２
・
２
６
０
６
）

水
野
へ

　

萩
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や

萩
市
総
合
情
報
施
設
（
農
村
ケ
ー

ブ
ル
）の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
契
約
世
帯
は
、

Ｓ
Ｔ
Ｂ（
セ
ッ
ト
ト
ッ
プ
ボ
ッ
ク

ス
）と
ラ
ジ
オ
を
つ
な
ぐ
こ
と
で

不
感
地
帯
で
も
Ｆ
Ｍ
放
送
を
聴
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
萩
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
は
、エ
フ
エ
ム
萩
（
77
・

５M
H

z)

を
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
外

（
三
見
、大
井
、須
佐
、田
万
川
等
）

で
も
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

エ
フ
エ
ム
萩
を
通
じ
て
、
市
で

は
災
害
情
報
に
関
す
る
緊
急
割
込

放
送
や
、
行
政
番
組
を
放
送
し
て

い
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
準
備
す
る
も
の

◦
ア
ン
テ
ナ
端
子
の
付
い
た
Ｆ
Ｍ

ラ
ジ
オ

◦
ア
ン
テ
ナ
２
分
配
器
（
分
波
器

で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

◦
整
合
器
（
ラ
ジ
オ
や
ケ
ー
ブ
ル

の
電
気
特
性
を
調
整
す
る
も
の
）

■
接
続
方
法

①
Ｓ
Ｔ
Ｂ
の
ケ
ー
ブ
ル
出
力
に
、

ア
ン
テ
ナ
２
分
配
器
の
入
力
側
を

差
し
込
む

②
ア
ン
テ
ナ
２
分
配
器
の
出
力
１

は
、
Ｔ
Ｖ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
レ
コ
ー
ダ
ー

等
の
ア
ン
テ
ナ
入
力
へ
、
出
力
２

は
整
合
器
で
ラ
ジ
オ
の
ア
ン
テ
ナ

端
子
へ
接
続
す
る

※
詳
し
く
は
、
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
注
意
事
項

◦
配
線
方
法
は
、
ア
ン
テ
ナ
端
子

の
形
状
、
外
部
機
器
の
接
続
状
況

に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、
電
器

店
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
ア
ン
テ
ナ
分
配
に
よ
り
テ
レ
ビ

や
接
続
機
器
の
映
像
が
乱
れ
た

り
、
Ｆ
Ｍ
放
送
が
受
信
で
き
な
い

場
合
は
配
線
を
元
に
戻
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

萩
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
株
式

会
社
（
２
５
・
７
４
０
０
）、
防
災

安
全
課
（
２
５
・
３
８
０
８
）

アンテナ端子付きラジオ

ＴＶなど

分
配
器

整
合
器

ＳＴＢ
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上う
え
ひ
ろ廣
歴
史
・
文
化
フ
ォ
ー

ラ
ム

　

第
８
回
と
な
る
今
年
は
、
萩
ま

ち
じ
ゅ
う
博
物
館
の
語
り
部
育
成

講
座
と
連
携
し
、
東
京
大
学
大
学

院
教
授
山
内
昌ま
さ
ゆ
き之
先
生
の
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

10
月
30
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

萩
博
物
館
講
座
室

■
演
題　
「
世
界
史
の
な
か
の
吉

田
松
陰
」

■
講
師　

山
内
昌
之
（
東
京
大
学

大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
教
授
）

（
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
）
１
９
４
７
年

北
海
道
生
ま
れ
。近
代
イ
ス
ラ
ム
・

中
央
ア
ジ
ア
史
を
専
門
と
し
、
中

東
諸
国
と
の
外
交
政
策
に
も
携
わ

る
。
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
な
ど
と
し
て

多
彩
な
言
論
活
動
も
展
開
。

　

著
書
は「
イ
ス
ラ
ー
ム
と
日
本

政
治
」、「
政
治
家
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
」、「
嫉
妬
の
世
界
史
」等
多
数

■
定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

■
主
催　

財
団
法
人
上
廣
倫
理
財

団
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
（
２
５
・
３
５
６
９
）

萩
博
物
館
開
館
７
周
年

記
念
講
演
会

　

11
月
11
日
の
開
館
７
周
年
を
記

念
し
て
、
現
在
開
催
中
の
企
画
展

「
幕
末
明
治
の
人
物
と
風
景
」
に

あ
わ
せ
、講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

11
月
５
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

萩
博
物
館
講
座
室

■
演
題　
「
幕
末
・
明
治
の
肖
像

写
真
〜
お
し
ろ
い
を
塗
っ
た
高
杉

晋
作
〜
」

■
講
師　

井
い
ざ
く
ら桜
直な
お
み美
氏
（
日
本
カ

メ
ラ
博
物
館
、
古
写
真
研
究
家
）

■
定
員　

80
人
（
当
日
先
着
順
）

■
参
加
料　

無
料

※
開
館
記
念
日
に
展
示
室
に
入
場

さ
れ
た
方
（
抽
選
で
30
人
）
に
企

画
展
図
録
を
、
全
員
に
萩
博
物
館

オ
リ
ジ
ナ
ル
は
が
き
な
ど
の
記
念

品
を
贈
呈
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

萩
博
物
館
（
２
５
・
６
４
４
７
）

は
ぎ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
講
習
会

■
と
き　

11
月
11
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
演
題　
「
ピ
ラ
テ
ィ
ス
で
心
と

○
講
演
会
「
子
ど
も
と
絵
本
」

■
と
き　

10
月
23
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
11
時
30
分

■
講
師　

国
く
に
ひ
ろ広
勝か
つ
よ代
（
山
口
福
祉

文
化
大
学
教
授
）

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

○
萩
図
書
館
の
蔵
書
を
考
え
る
市

民
懇
談
会

■
と
き　

10
月
28
日
（
金
）
午
後

６
時
〜
８
時

■
内
容　

萩
図
書
館
の
蔵
書
構
成

等
に
つ
い
て
考
え
る
懇
談
会

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
方

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

○
図
書
館
ま
つ
り

■
と
き　

10
月
30
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
４
時

■
内
容　

①
雑
誌
ふ
ろ
く
釣
り

ゲ
ー
ム（
９
時
30
分
〜
正
午
）、②

「
本
の
帯
」表
彰
式（
10
時
〜
10
時

30
分
）、③
電
子
書
籍
体
験
会（
11

時
〜
正
午
）、④
し
お
り
作
り
講
座

（
午
後
１
時
〜
２
時
）、⑤
図
書
館
見

学
ツ
ア
ー（
２
時
〜
３
時
）、⑥
お
ひ

さ
ま
お
は
な
し
会（
３
時
〜
４
時
）

○
古
本
市

■
と
き　

11
月
13
日（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
４
時

○
「
本
の
帯
」
展
示

■
と
き　

10
月
29
日（
土
）〜
11
月

13
日（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ　

萩
図
書
館
研
修
室　

○
古
本
市

■
と
き　

10
月
29
日
（
土
）
午
前

９
時
〜
午
後
５
時

○
「
茶
話
会
」
よ
み
も
の
展

■
と
き　

10
月
22
日
（
土
）
〜
11

月
６
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
６
時

■
内
容　
「
茶
話
会
」
で
語
ら
れ

た
本
を
集
め
て
展
示　

○
や
べ
み
つ
の
り
絵
日
記
展

■
と
き　

10
月
20
日
（
木
）
〜
11

月
30
日
（
水
）
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
５
時
30
分

■
内
容　

絵
本
作
家
、
や
べ
み
つ

の
り
の
絵
日
記
の
展
示

○
ス
ト
ロ
ー
で
楽
器
を
つ
く
ろ
う

■
と
き　

11
月
２
日
（
水
）
午
後

３
時
30
分
〜

■
対
象
者　

小
学
生

○
古
本
市

■
と
き　

11
月
20
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
２
時

■
と
こ
ろ　

旭
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー

※
「
図
書
館
で
こ
ん
な
こ
と
し
た

よ
」
写
真
展
も
同
時
開
催
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

萩
図
書
館
（
２
５
・
６
３
５
５
）、

須
佐
図
書
館
（
０
８
３
８
７
・
６
・

５
５
０
０
）、明
木
図
書
館（
５
５
・

０
３
１
４
）

身
体
を
美
し
く
」

■
講
師　

戸と
が
わ川

勝か
つ
や也

（
水
泳
、
エ

ア
ロ
ビ
ク
ス
等
指
導
者
）

■
対
象
者　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
会
員
、
子
育
て
中
の

方
、
子
育
て
に
関
心
の
あ
る
方

※
託
児
有
り
（
要
予
約
）

申
し
込
み

11
月
４
日
ま
で
に
、
は
ぎ
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

（
２
４
・
０
５
３
０
）
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
央
公
民
館　

親
学
講
座

　

乳
幼
児
期
の
子
育
て
に
つ
い
て

学
び
ま
す
。

■
と
き　

11
月
16
日
（
水
）
午
前

10
時
〜
11
時
30
分
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■
場
所　

中
央
公
民
館

■
内
容　

親
子
一
緒
に
楽
し
く
英

語
に
ふ
れ
る

■
定
員　

乳
幼
児
と
保
護
者
20
組

※
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
し
込
み　

11
月
９
日
ま
で
に
、
中
央
公
民
館

（
２
５
・
３
５
９
０
）
へ

ふ
る
さ
と
山
口
企
業
合
同

就
職
フ
ェ
ア

　

来
春
の
高
校
・
大
学
等
の
新
卒

予
定
者
、
一
般
求
職
者
の
就
職
を

支
援
し
ま
す
。

【
山
口
会
場
】

■
と
き　

10
月
28
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
正
午
（
高
校
生
）、
1
時

〜
４
時
（
学
生
・
一
般
）

■
と
こ
ろ　

山
口
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
（
新
山
口
駅
前
）

【
下
関
会
場
】

■
と
き　

11
月
２
日
（
水
）
午
前

10
時
〜
正
午
（
高
校
生
）、
1
時

〜
４
時
（
学
生
・
一
般
）

■
と
こ
ろ　

海
峡
メ
ッ
セ
下
関

（
下
関
駅
近
く
）

■
対
象
者　

①
平
成
24
年
３
月
に

高
等
学
校
を
卒
業
予
定
の
方
、
②

平
成
24
年
３
月
に
大
学
・
短
大
・

専
修
学
校
等
を
卒
業
予
定
の
方
、

③
求
職
中
の
一
般
の
方

■
内
容　

参
加
企
業
と
の
面
談
会

■
参
加
料　

無
料

※
高
校
生
は
学
校
を
通
じ
て
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

山
口
県
若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
（
０
８
３
・
９
７
６
・
１
１
４
５
）

身
体
障
が
い
者
巡
回
相
談

（
整
形
外
科
）

■
と
き　

11
月
８
日
（
火
）
午
後

２
時
30
分
〜
４
時
30
分

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
内
容　

補
装
具
交
付
の
要
否
判

定
、
処
方
及
び
適
合
判
定

■
相
談
員　

更
生
相
談
所
の
指
定

医　■
主
催　

山
口
県
身
体
障
害
者
更

生
相
談
所

申
し
込
み　

10
月
31
日
ま
で

に
、福
祉
課（
２
５
・
３
５
２
３
）へ

市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

■
と
き　

11
月
７
日（
月
）〜
12

月
８
日（
木
）の
毎
週
月
・
木
曜
日
、

午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分（
全

10
回
）

■
と
こ
ろ　

市
民
体
育
館

■
対
象
者　

市
内
在
住
、通
勤
の
方

■
参
加
料　

８
０
０
円
（
シ
ャ
ト

ル
代
等
）

■
定
員　

30
人

■
申
込
方
法　

11
月
1
日
ま
で

に
、
市
民
体
育
館
ま
た
は
各
総
合

事
務
所
備
え
付
け
申
込
書
を
提
出

申
し
込
み

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　
　

 

（
２
５
・
７
３
１
１
）

須
佐
歴
史
民
俗
資
料
館
「
藩

校
明
倫
館
と
郷
校
育
英
館
」

　
「
明
倫
館
」と「
育
英
館
」を
テ
ー

マ
に
、
吉
田
松
陰
が
育
英
館
生
に

贈
っ
た
自
筆
の
書
１
点
を
含
む
25

点
の
資
料
を
展
示
し
ま
す
。

■
と
き　

10
月
４
日
（
火
）
〜
12

月
4
日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
30
分
（
月
曜
日
休
館
）

■
と
こ
ろ　

須
佐
歴
史
民
俗
資
料

館
（
須
佐
駅
近
く
）

■
入
館
料　

高
校
生
以
上
３
０
０

円
、
小
・
中
学
生
１
５
０
円

問
い
合
わ
せ

須
佐
歴
史
民
俗
資
料
館

   

（
０
８
３
８
７
・
６
・
３
９
１
６
）

企
画
展

萩
博
物
館

︱
藩
都
萩
に
眠
る
古
写
真
か
ら
︱

☎
２
５
・
６
４
４
７

11
月
20
日（
日
）ま
で

③
東
京
の
松
陰
墓
前
に
集
っ
た

長
州
の
人
び
と

　

明
治
２
年
（
１
８
６
９
）
10
月

26
日
、
長
州
の
面
々
が
集
っ
た
。

場
所
は
東
京
若
林
（
東
京
都
世
田

谷
区
）
の
松
陰
墓
前
。
松
陰
の

招し
ょ
う
こ
ん
さ
い

魂
祭
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、

参
議
広ひ
ろ
さ
わ沢
真さ
ね
お
み臣
・
前ま
え
ば
ら
い
っ
せ
い

原
一
誠
、

兵ひ
ょ
う
ぶ
た
い
じ
ょ
う

部
大
丞
山
田
顕あ
き
よ
し
義
と
い
っ
た

明
治
政
府
要
人
を
含
む
、
お
そ
ら

く
20
人
近
い
人
た
ち
が
顔
を
合
わ

せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
と

き
、
今
で
い
う
記
念
写
真
が
撮
ら

れ
た
。

　

松
陰
が
処
刑
さ
れ
た
の
は
、
こ

れ
よ
り
ち
ょ
う
ど
10
年
前
、
安
政

６
年
（
１
８
５
９
）
10
月
27
日
の

こ
と
で
あ
る
。
遺
体
は
小こ
づ
か
っ
ぱ
ら

塚
原
の

回え
こ
う
い
ん

向
院
（
荒
川
区
）
に
葬
ら
れ
、

文
久
３
年
（
１
８
６
３
）
毛
利
家

の
抱
え
地
で
あ
っ
た
若
林
に
改

葬
さ
れ
る
。
だ
が
松
陰
の
墓
は
、

元げ
ん
じ治

元
年
（
１
８
６
４
）
禁
門
の

変
後
、
幕
府
に
よ
り
破
壊
さ
れ
、

明
治
元
年
（
１
８
６
８
）
11
月
以

降
、
木
戸
孝
允
ら
の
奔
走
に
よ
り

建
て
直
さ
れ
た
。

　

明
治
２
年
の
招
魂
祭
は
、
倒
幕

後
ま
も
な
く
長
州
の
人
び
と
が
松

陰
の
霊
を
祭
っ
た
も
の
と
し
て
大

き
な
意
味
を
も
つ
。
そ
う
し
て
明

治
15
年
、
萩
よ
り
先
に
、
こ
こ
に

松
陰
神
社
が
創
建
さ
れ
る
の
で
あ

る
。

◆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

担
当
学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説

■
と
き　

10
月
15
日
（
土
）、
11

月
19
日
（
土
）
午
後
２
時
〜
（
約

30
分
）

明治２年（1869）東京若林で催された吉田松陰
慰霊祭に集う広沢真臣・前原一誠・山田顕義ら
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秋
の
収
穫
祭
＆
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
in
た
ま
ち

■
と
き　

10
月
21
日
（
金
）
〜
23

日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

田
町
商
店
街
ア
ー

ケ
ー
ド

■
内
容　

地
元
農
産
品
の
即
売
、

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
仮
装
パ
レ
ー
ド
、
音

楽
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
市
田
町
商
店
街
振
興
組
合
連
合

会
（
２
６
・
２
２
０
１
）

萩
ま
ち
な
か
ア
ー
ト

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
活
動
や
交
流

を
通
し
て
、
賑
わ
い
の
あ
る
地
域

づ
く
り
や
、
文
化
力
の
向
上
を
目

指
し
ま
す
。

■
と
き　

10
月
23
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

※
雨
天
決
行

■
と
こ
ろ　

萩
美
術
館
・
浦
上
記

念
館
、
中
央
公
園

■
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
内
容

【
美
術
館
会
場
】
▽
池
坊
５
５
０

年
祭
を
飾
ろ
う
（
10
時
〜
16
時
、

参
加
料
３
０
０
円
）、
沖
縄
民
謡

エ
イ
サ
ー
（
11
時
〜
14
時
）、
大

正
琴
（
11
時
30
分
〜
13
時
）、
漢

詩
の
吟
詠
（
13
時
〜
14
時
）、
思

い
出
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
（
14
時
〜
15

時
）、お
ん
が
く
ワ
ク
ワ
ク
シ
ョ
ッ

プ
（
15
時
〜
16
時
）、
抹
茶
体
験

（
10
時
〜
16
時
、
参
加
料
２
０
０

円
）

【
中
央
公
園
会
場
】
▽
缶
バ
ッ
チ

作
り
、
エ
コ
バ
ッ
ク
作
り
、
ダ
ン

ボ
ー
ル
で
作
品
作
り
（
10
時
〜
16

時
）

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
直
接

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
参
加

料
が
必
要
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

は
、
当
日
会
場
に
て
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。

■
主
催　

萩
ま
ち
な
か
ア
ー
ト
実

行
委
員
会

問
い
合
わ
せ

山
口
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念

館
内
事
務
局 

（
２
４
・
２
４
０
０
）

秋
の
園
芸
展

■
と
き　

10
月
28
日
（
金
）
〜
29

日
（
土
）
午
前
９
時
〜
午
後
４

時 
 

 

　

■
と
こ
ろ　

市
民
館
小
ホ
ー
ル

■
内
容　

盆
栽
・
山
草
・
お
も
と

展※
当
日
、
園
芸
相
談
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
会
員
も

募
集
し
て
い
ま
す
。

■
主
催　

萩
園
芸
友
の
会　

 

問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館 

（
２
５
・
３
５
９
０
）

道
の
駅
「
あ
さ
ひ
」
ま
つ

り
＆
商
工
フ
ェ
ス
タ

　

国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
に
選
定
さ
れ
て
い
る
佐
々

並
市
と
道
の
駅
を
つ
な
げ
て
、
交

流
の
輪
を
広
げ
ま
す
。

■
と
き　

10
月
30
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
２
時

■
と
こ
ろ　

道
の
駅
「
あ
さ
ひ
」

■
内
容　

特
産
品
の
販
売
、
も
ち

つ
き
実
演
販
売
、し
し
鍋
の
販
売
、

新
米
こ
し
ひ
か
り
試
食
会
、
佐
々

並
市
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
の
散
策
案
内
な
ど

主
催
・
問
い
合
わ
せ　

道
の
駅
「
あ
さ
ひ
」
道
の
駅
ま
つ

り
＆
商
工
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

（
５
６
・
０
１
３
７
）

萩
市
民
音
楽
祭

■
と
き  

11
月
３
日
（
木
・
祝
）

正
午
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
入
場
料  

３
０
０
円
（
会
員
、

高
校
生
以
下
無
料
）

　
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

☎
２
４
・
２
４
０
０

開館 15 周年記念

10月1日（土）〜11月27日（日）

　

喜
多
川
歌う
た
ま
ろ
麿
、
東
洲
斎
写し
ゃ
ら
く
楽
、

歌
川
広ひ
ろ
し
げ重
、
葛
飾
北ほ
く
さ
い斎
等
の
浮

世
絵
名
品
を
前
期
（
10
月
１
日
〜

30
日
）、後
期（
11
月
１
日
〜
27
日
）

に
分
け
て
展
示
し
ま
す
。

■
観
覧
料　

一
般
１
０
０
０
円

70
歳
以
上
・
学
生
８
０
０
円

■
休
館
日　

月
曜
日

世界に３点しかないと言われる葛
飾北斎の「風流無くてなゝくせ 遠
眼鏡」（10月30日まで展示中）

○
記
念
講
演
会
「
最
新
の
写
楽
研

究
に
つ
い
て
」

■
と
き　

11
月
５
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時

■
講
師　

浅
野
秀し
ゅ
う
ご
う
剛
（
大
和
文

華
館
長
）

■
定
員　

80
人
（
当
日
先
着
順
）

■
聴
講
料　

無
料

■
内
容　

保
育
園
・
小
・
中
・
高
校
・

一
般
で
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
等
に
上

位
入
賞
し
た
個
人
、
団
体
の
発
表

■
記
念
演
奏　
「L

レ

ジ

ェ

ン

ド

E
G

E
N

D

」

（
オ
ペ
ラ
ユ
ニ
ッ
ト
）

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
音
楽
協
会
（
２
２
・
６
１
７
５
）

松
本

レ
ジ
ェ
ン
ド
コ
ン
サ
ー
ト

　

萩
市
民
音
楽
祭
20
周
年
を
記

念
し
て
、
４
月
に
メ
ジ
ャ
ー
デ

ビ
ュ
ー
し
、
ま
す
ま
す
人
気
の
高

ま
っ
て
い
る
国
立
音
楽
大
学
出
身

の
若
手
オ
ペ
ラ
歌
手
５
人
の
ユ

ニ
ッ
ト
「L

レ

ジ

ェ

ン

ド

E
G

E
N

D

」
に
よ
る

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
と
き　

11
月
３
日
（
木
・
祝
）

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分
（
午

後
６
時
開
場
）

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
入
場
料　

前
売
券
大
人
３
５
０
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★年中無休☎２６・６７０５
ツインシネマ上映案内

○アンダルシア〜女神の報復〜
○まほろ駅前多田便利軒
○猿の惑星〜創世記 ジェネシス〜

○ピラニア３D
○コクリコ坂から　　　　
○ライフ

〜10/21
10/1〜10/21

10/7〜ロードショー
　　　　　　10/22〜
　　　　　　10/29〜
　　　　　上映日未定

■上映案内（24時間） ☎２６・６７０６

０
円
（
当
日
４
０
０
０
円
）、
高

校
生
以
下
１
５
０
０
円
（
当
日

２
０
０
０
円
）
全
席
自
由

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

萩
音
楽
協
会
、
市
民
館
、
ア
ト
ラ

ス
萩
店
、
サ
ン
リ
ブ
萩
店
、
萩
楽

器
店主

催
・
問
い
合
わ
せ　

萩
音
楽
協
会
（
２
２
・
６
１
７
５
）

松
本

萩
市
合
同
吟
剣
詩
舞
大
会

 

萩
市
内
で
活
動
し
て
い
る
詩
吟
、

剣
舞
、
詩
舞
の
グ
ル
ー
プ
11
団
体

が
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
表

し
ま
す
。

■
と
き  

11
月
６
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
30
分

■
と
こ
ろ　

 

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
入
場
料  

無
料

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
市
吟
剣
詩
舞
連
盟
（
２
２
・
４

４
２
５
） 

稲
尾

山
口
福
祉
文
化
大
学

大
学
祭
「
喜き
ふ
く
さ
い

福
祭
」

■
と
き　

11
月
６
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

山
口
福
祉
文
化
大
学

（
椿
東
）

■
内
容　

学
生
ダ
ン
ス
ラ
イ
ブ
、

屋
台
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等

■
無
料
送
迎
バ
ス
時
刻

行
き
▽
ア
ト
ラ
ス
萩
ダ
イ
キ
前
発

（
９
時
45
分
）
→
東
萩
駅
（
９
時

50
分
）
→
大
学
着
（
10
時
）（
12

時
45
分
ま
で
１
時
間
間
隔
で
運

行
）

※
帰
り
は
同
じ
ル
ー
ト
で
、
12
時

30
分
か
ら
午
後
４
時
20
分
ま
で
１

時
間
間
隔
。

○
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
希
望

者
募
集

■
出
店
場
所　

テ
ン
ト
（
屋
外
）

■
出
展
料　

無
料

主
催
・
申
し
込
み

10
月
21
日
ま
で
に
、
山
口
福
祉

文
化
大
学
大
学
祭
実
行
委
員
会

（
２
４
・
４
０
１
３
）
へ

小
松
亮
太w

ith

ラ
ス
ト
タ

ン
ゴ
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
ズ

　

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
に
似
た
楽
器

バ
ン
ド
ネ
オ
ン
の
一
流
奏
者
の
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

12
月
18
日
（
日
）
午
後

５
時
〜
７
時

■
と
こ
ろ　

萩
市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容　
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
・
世
界
遺
産
」

（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
列
）
の
作
曲
演
奏
で

お
な
じ
み
の
小
松
亮
太
氏
と
ラ
ス

ト
タ
ン
ゴ
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
ズ
に

よ
る
タ
ン
ゴ
コ
ン
サ
ー
ト　

■
入
場
料　

前
売
り
券
３
０
０
０

円
（
当
日
３
５
０
０
円
）

※
全
席
自
由
、
乳
幼
児
入
場
不
可

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所　

市
民
館
、

各
公
民
館
、
市
役
所
総
合
案
内
、

ア
ト
ラ
ス
萩
店
、サ
ン
リ
ブ
萩
店
、

萩
楽
器
店
、
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト

（
Ｌ
コ
ー
ド
６
６
７
２
８
）

■
チ
ケ
ッ
ト
発
売
開
始　

10
月
15

日
（
土
）
〜
ア
ト
ラ
ス
ダ
イ
キ
前

12
時
45
分
着

※
当
日
託
児
あ
り
（
事
前
申
し
込

み
必
要
）

問
い
合
わ
せ　

文
化
・
生
涯
学
習
課
内
小
松
亮
太

タ
ン
ゴ
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会

○
か
わ
か
み
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

■
と
き　

11
月
６
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

川
上
公
民
館
前
庭

■
内
容　

鮎
の
つ
か
み
ど
り
、
新

米
・
飴
す
く
い
ど
り
、
梅
干
し
種

飛
ば
し
競
争
、
ス
ギ
丸
太
早
切
り

競
争
、
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
、
生
涯

学
習
発
表
会
、
も
ち
ま
き　

な
ど

■
主
催　

川
上
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会問

い
合
わ
せ　

川
上
総
合
事
務
所
地
域
振
興
部
門

　
　
　
　

 　
（
５
４
・
２
１
２
１
）

○
須
佐
地
域
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

■
と
き　

11
月
３
日
（
木
・
祝
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

須
佐
総
合
事
務
所
駐

車
場

■
内
容　

農
林
水
産
物
等
即
売
、

郷
土
芸
能
、
噂
の
京
太
郎
歌
謡

シ
ョ
ー
、
の
ど
自
慢
大
会
、
も
ち

ま
き
、
健
康
福
祉
コ
ー
ナ
ー
、
行

政
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど

主
催
・
問
い
合
わ
せ　

須
佐
地
域
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行

委
員
会

　
（
０
８
３
８
７
・
６
・
２
２
１
２
）

○
福
栄
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

■
と
き　

11
月
６
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

福
栄
総
合
事
務
所
横

の
広
場

■
内
容　

K

カ

オ

ル

A
O

R
U

大
道
芸

シ
ョ
ー
、
ち
ひ
ろ
歌
謡
シ
ョ
ー
、

マ
ツ
タ
ケ
汁
（
１
杯
１
０
０
円
、

東
日
本
大
震
災
義
援
金
と
し
て
寄

付
）、飲
食
物
販
売
、福
引
き
抽
選
、

も
ち
ま
き
な
ど

■
主
催　

福
栄
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

実
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ

福
栄
総
合
事
務
所
地
域
振
興
部
門 

　
　
　
　
　
（
５
２
・
０
０
２
９
）

事
務
局
（
２
５
・
３
１
４
９
）

○
変
更
の
お
知
ら
せ

　

市
報
10
月
１
日
号
に
掲
載
し

た
映
画
「
風
の
か
た
ち
」
上
映

会
（
11
月
５
日
、サ
ン
ラ
イ
フ
萩
）

の
問
い
合
わ
せ
電
話
番
号
が
変
更

に
な
り
ま
し
た
。

◦
チ
ケ
ッ
ト
販
売
は
市
役
所
総
合

案
内
、
市
民
館
、
サ
ン
ラ
イ
フ
萩

•
映
画
「
風
の
か
た
ち
」
を
萩
で

観
る
会
（
０
９
０
・
４
５
７
８
・
２

５
０
４
）
岡

地
域
の
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
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■問い合わせ　健康増進課 ☎ 26-0500、各総合事務所

地域むつみ・福栄
10:00 〜福栄保セ

13:30 〜むつみ農村環境改善セ
10:00 〜福栄保セ

●のびのび会
　むつみ楽しく体を動かす会
●乳幼児相談

毎週㊌
18 ㊋
19 ㊌

9:00 〜川上保セ
9:30 〜川上保セ

9:00 〜旭マルチメディアセ
9:00 〜旭保セ

10:00 〜川上保セ

●とことこ教室
　ヘルシー教室（川上）
　ヘルシー教室（明木）
　ヘルシー教室（佐々並）
●乳児相談

毎週㊌
17 ㊊
18 ㊋
20 ㊍
25 ㊋

地域川上・旭

田万川・須佐 地域
10:00 〜須佐郵便局

9:30 〜小川コミュニティセ
9:30 〜須佐保セ

9:30 〜田万川保セ
10:00 〜やまびこ
10:00 〜須佐保セ
13:30 〜須佐保セ

13:30 〜弥富公民館
13:30 〜須佐保セ

　まちの保健室
　健康ちょきん教室
　男性の料理教室
●すくすく赤ちゃん学級
　健康・介護予防座談会
　悠優！自適！健康づくり教室
　活き活きリハ会
　アップアップ運動教室
　須佐ウエルネス教室

17 ㊊
18 ㊋

19 ㊌
24 ㊊
25 ㊋

27 ㊍
28 ㊎

萩 地域 ※保セ
4 4

は保健センター　●は母子関係の行事

16 ㊐
17 ㊊

18 ㊋

20 ㊍

21 ㊎
24 ㊊

25 ㊋

27 ㊍

30 ㊐

●おとうさん出番ですよ
●パパママセミナー
　御許町健康教室
●１歳６か月児健康診査
　こころの相談日（要予約）
●５か月児健康相談
　長山地区健康教室
　こころの相談日（要予約）
　浜崎タマちゃん体操会
　男性健康料理教室
　ヘルシークラブ
●パパママセミナー
●３歳児健康診査
　こころの相談日（要予約）
●10か月児相談
　こころの相談日（要予約）
　堀内健康教室
　休日がん検診（胃がん・子宮がん・乳がん）

10:00 〜萩市保セ
13:00 〜萩市保セ

13:30 〜御許町公会堂
13:00 〜萩市保セ
13:30 〜萩市保セ
9:30 〜萩市保セ

10:00 〜長山公会堂
13:30 〜萩市保セ

13:30 〜浜崎みんなの家
10:00 〜萩市保セ
9:30 〜萩市保セ

13:00 〜萩市保セ
13:00 〜萩市保セ
13:30 〜萩市保セ
9:30 〜萩市保セ

13:30 〜萩市保セ
13:30 〜堀内公会堂

8:00 〜萩市保セ

萩健康福祉センター ☎25・2667

17 ㊊
19 ㊌
26 ㊌

●乳幼児発達クリニック（要予約）
　酒害相談（お酒に関する困り事相談）
　心の健康相談（要予約）

13:30 〜
13:00 〜
13:00 〜

16㊐

　萩市長杯兼萩オープンシングルステニス大会
9:00〜ラケットクラブ萩

　マルキュウカップ山口県小学生バレーボール選手
　権大会 萩ブロック大会　　8:30〜明倫小体育館ほか
　むつみ地域 ふれあいソフトボール大会

8:30〜むつみグラウンド
18㊋ 　萩グラウンド・ゴルフ協会長杯大会

8:30〜萩スポーツ広場

22㊏

　西日本軟式野球大会西部地区大会（C級、〜23日）
8:00〜田万川グラウンド

　田万川地域 親睦ゴルフ大会　　8:30〜萩・石見CC
●おいでませ！山口大会 バレーボール
　（〜24日）　　　　　　　　　　　14:45〜市民体育館

23㊐
●おいでませ！山口大会 卓球バレー

9:30〜萩武道館
●むつみワクワク大運動会　9:00〜むつみグラウンド
●川上地域大運動会　　　　8:30〜川上中グラウンド

26㊌ 　萩近郊地区秋季ゲートボール大会
9:00〜萩甲子園球場

28㊎ 　秋季萩市少林寺拳法大会　　　18:00〜萩武道館

30㊐ 　萩市長杯争奪バドミントン大会
9:00〜市民体育館

21㊎、28㊎
　　  やっちゃんの青空教室 13:10〜 育英小学校

18㊋ あんずの会 14:00〜 萩図書館
19㊌ としょかん通信をつくろう 15:30〜 明木図書館

20㊍ やべみつのり絵日記展
〜11/30 9:30〜 明木図書館

22㊏「茶話会」よみもの展 〜11/6 9:30〜 須佐図書館
23㊐ 講演会「子どもと絵本」 13:30〜 萩図書館
25㊋ 茶話会 14:00〜 須佐図書館

26㊌ まなぼう館であそぼぅ！ 15:00〜 須佐図書館
かみしばいを楽しもう 15:30〜 明木図書館

29㊏ 本の帯アイデア展 〜11/13 9:00〜 萩図書館
古本市 9:30〜 須佐図書館

30㊐ 萩図書館まつり 9:00〜 萩図書館
【休館日】 須佐図書館：17㊊、19㊌、24㊊、31㊊
　　　　明木図書館：17㊊、19㊌、23㊐、24㊊、31㊊

◆ふたば園（22･2877）

18㊋
おもちゃ図書館開館日 10:00〜15:00
発達相談 10:00〜12:00
絵本の読み聞かせ「ガタンゴトンの会」 11:00〜11:30

25㊋ おもちゃ図書館開館日 10:00〜15:00
親子遊び「ぽっぽの会」 13:00〜14:00

◆萩幼稚園（22･0775）
25㊋ 未就園児開放日「ひよこ組」

※自由遊び、パネルシアター、紙芝居など 9:30〜11：30

◆萩光塩学院幼稚園（22･2019）

26㊌
未就園児への園舎開放日「てんし組」
※自由遊び、リズム体操、手遊び、ペープサ
ート、パネルシアターなど

10:00〜11:30

◆児童館（25･1025）
毎週㊊、㊍、㊏ 子育てアドバイス　　　　　　　　10:00〜
毎週㊊、㊎ おはなしの森（子ども図書館） 11:00〜
毎週㊊、㊌ だんすダンス 19:00〜20:30
22㊏、29㊏ おひさまおはなし会（子ども図書館）　　15:00〜
20㊍ ピヨピヨ「お話の世界」 10:00〜11:30
27㊍ 子育て相談 10:30〜11:30
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情報カレンダー
●萩市主催・共催の行事 夜間・休日当番医

16㊐

○運動会（越ヶ浜保、日の丸保） 外科 萩むらた（今古萩町）25・9170
○全国凧揚げ大会 in 見島 （9:00〜/見島）内科 波多野（堀内） 25･2788
○道の駅「秋の収穫祭」 （9:00〜/道の駅 萩・さんさん三見）産婦人科 都志見（江向） 22・2811
○つつじ収穫祭 （9:00〜/旭農産物加工販売所つつじ）歯科 土原（土原） 25・0380
●萩市美術展 〜23日 （10:00〜/市民館）
●エコプラザ・萩 秋まつり （10:00〜/エコプラザ・萩）
○鉄道の日 記念行事 （13:00〜/萩駅）
●地域医療再生講演会 （13:30〜/市民館大ホール）

17㊊ 外科 兼田（吉田町） 22･1113
内科 市原（塩屋町） 22・0184

18㊋ ●心配ごと相談 （9:30〜/福栄農業担い手育成センター）外科 池本（玉江浦） 25･7575
内科 玉木（瓦町） 22･0030
小児科いわたに（椿東） 24・2100

19㊌ 外科 めづき（土原） 22・2248
内科 めづき（土原） 22・2248

20㊍ ●萩市戦没者追悼式 （10:00〜/市民館大ホール）外科 田町（東田町） 24･1234
●行政相談　（10:00〜/むつみコミュニティセンター、13:00〜/むつみ農村環境改善センター）内科 萩慈生（玉江） 25・6622

21㊎ ●萩市戦没者追悼式 （10:00〜/須佐文化センター、11:00〜/見島ふれあい交流センター）外科 都志見（江向） 22・2811
内科 全真会（玉江浦） 22・4106

22㊏ ○きれいなまち・萩 推進市民会議美化活動 （9:00〜/萩商港付近）外科 萩市民（椿） 25･1200
○平山台まつり （10:00〜/平山台駐車場）内科 柳井（橋本町） 22･0748
○御船倉コンサート （13:30〜、18:30〜/旧萩藩御船倉）

23㊐
○萩まちなかアート　　　　　　　（10:00〜/県立萩美術館・浦上記念館、中央公園）外科 玉木（瓦町） 22･0030
○萩カルチャーミーティング2011 （10:00〜/中央公園）内科 中嶋（今古萩町） 22･2206
○邦楽演奏会 （13:00〜/市民館大ホール）産婦人科 なかむら（熊谷町） 22・1557

歯科 まつうら（古魚店町）26・1182

24㊊ 外科 花宮（平安古町） 25･8738
内科 萩むらた（今古萩町）25・9170
小児科いわたに（椿東） 24・2100

25㊋ ●人権・行政出張相談 （10:00〜/三見公民館）外科 兼田（吉田町） 22･1113
●心配ごと相談 （13:30〜/総合福祉センター）内科 山本（椿東） 26・0077
○萩商工会議所の経営講演会 （18:30〜/サンライフ萩）

26㊌ ●無料法律相談 （10:00〜/市役所）外科 平岡（新川東） 25・7100
内科 玉木（瓦町） 22･0030

27㊍ ●行政相談 （10:00〜/川上公民館）外科 萩市民（椿） 25･1200
内科 中坪（今魚店町） 22･5430

28㊎ ●秋の園芸展 〜29日 （9:00〜/市民館小ホール）外科 萩むらた（今古萩町）25・9170
内科 波多野（堀内） 25･2788

29㊏ 外科 都志見（江向） 22・2811
内科 藤原（土原） 22・0781

30㊐
●道の駅「あさひ」道の駅まつり＆商工フェスタ　　　　（9:00〜/道の駅 あさひ）外科 玉木（瓦町） 22･0030
○上廣歴史・文化フォーラム 　　　　　　　　 （13:30〜/萩博物館）内科 わたぬき（東浜崎町）25･2020
○萩東ロータリークラブ創立40周年記念講演　　　　（14:00〜/サンライフ萩）産婦人科 都志見（江向） 22・2811

歯科 まつお（椿東） 26・1222

31㊊ 外科 めづき（土原） 22・2248
内科 萩市民（椿） 25･1200

日月火水木金土
1

32 5 6 7 8
11

17 18
9 1314 1512
16 21 2220
10

24 25262723
19

4

28 29
30 31

■当番医が緊急やむを得ず変わった場合
　外科、内科、小児科、産婦人科は消防テレホンサービス（☎ 25・
　7474）、歯科は萩市消防本部（☎25・2772）で確認してください。

※小児科は、18、24 日以外、内科で対応します。
※夜間・休日当番医の診療時間は翌朝８時まで。
　歯科は午前９時〜正午。
※救急医療は急患のためのものです。

※阿北地区（川上・田万川・むつみ・須佐・旭・福栄地域）

日 日16→31
月10

阿北地区
休日当番医

16日㊐
23日㊐
30日㊐

［内科］
［内外科］
［内科］

松原（須佐）
齋藤（阿武町）
むつみ（吉部上）

08387・6・5055
08388・2・2838
08388・6・0149AM８：30〜PM５：30
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お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

慶弔だより

本人または親族の方の承認を得たもののみ掲載しています。（敬称略）
※９月16日〜９月30日受付分

お悔やみ申し上げます
氏　名 年　齢 住　所死亡日

ご結婚おめでとう
夫の氏名 妻の氏名 住　所

■人の動き（平成 23 年９月末日）
　人　口／54,199人（前月比ー85）    男／24,883人（前月比ー27）
　世帯数／24,247世帯（前月比ー22） 女／29,316人（前月比ー58）
　出　生／25人　死亡／68人

　カボスやスダチの香酸かんきつの仲間。詳しい
来歴は不明ですが、原産地である田万川地域で
は、古くから庭先果樹として栽培されていたと
言われています。
　本格的な栽培が始まったのは昭和40年頃から。
このころ、同一種であると考えられていた「柚吉

（宇
う じ ゅ き つ

樹橘）」との違いが鑑定で明らかになり、「長
門ゆずきち」と名付けられました。萩市以外では、
長門市、下関市でも栽培され、北浦地域の特産物と
して定着。平成 19 年には地域ブランドとして産地
の 3 農協（あぶらんど萩農協、長門大津農協、下
関農協）が共同で「地域団体商標」を登録しています。
　爽やかな香りとまろやかな酸味の果汁がたくさん
絞れるのが特徴で、酢の物はもちろん、醤油とあ
わせて刺身のポン酢や焼き魚など、どんな料理
にもよく合うほか、最近では、ドレッシングや
シロップ漬け、ジャムなど長門ゆずきちを使っ
た加工品も多くみられるようになりました。
　収穫時期は 8 月中旬から 10 月中旬で、今時期は
終盤となっています。

の

果物/野菜
長門ゆずきち

萩・三隅道路（山陰道）の航空写真

明石ＩＣ

←吉広高架橋

←玉江大橋

白水山

至 萩ＩＣ



秋の体験プログラム参加者募集！
萩市ふるさとツーリズム推進協議会では、地域の資源・
人材をいかした体験プログラムを作り、季節ごとに開
催しています。
お気に入りのプログラムを見つけてご参加ください。

　炭窯を使わず、場所と材料が揃えば挑戦できる珍しい炭焼きを
体験。木炭は後日渡しとなります。
集合場所／萩阿武川温泉公園駐車場
直売所前（川上4892-1）
定員／10人（最少4人）
体験料／1,000円（送料別）
受入／阿武賢治
準備物／作業のできる（汚れても
よい）服装、帽子

　グルテン入り米粉でパンを作り、むつみ豚肉等を挟んでハンバ
ーガーを作ります。1人6個程度をお持ち帰り。むつみ豚３種セ
ットと米粉のお土産付きです。
集合場所／むつみコミュニ
ティセンター（高佐下744）
定員／各回12人（最少6人）
体験料／3,500円
受入／小川木綿子
準備物／エプロン、三角巾

畑で木炭作りに挑戦！

○お申し込みの締切は各開催日の７日前までです。
○体験料は、当日現地にて現金でお支払いください。
○天候等により、内容を変更する場合がありますので
　ご了承ください。

体験
4

午前10時〜正午11月19日㊏

米粉パンでむつみ豚バーガー体験
6

①午前９時〜11時30分
②午後１時30分〜４時

11月30日㊌

　クリスマスリース作り、お正月用の飾松作り、本格派門松作りの
３コースをご用意。川上地域の材料
を使って挑戦してみませんか。
集合場所／川上公民館（川上4527）
定員／合計15人（最少10人）
体験料／1,500円
受入／山中章三
準備物／作業のできる服装

手作りのリース・飾松で
素敵なクリスマス・お正月を迎えませんか

体験
5

午前９時30分〜11時30分12月17日㊏

　新酒ができた時に造り酒屋の軒下に飾られる杉玉作りに挑戦し
てみませんか。直径30㎝のものを作ります。お昼は地元の味覚
を楽しんでください。
集合場所／八千代酒造
（吉部下3306）
定員／6人（最少3人）
体験料／2,500円（昼食付き）
受入／蒲　文代
準備物／花ばさみ、軍手

造り酒屋でミニ杉玉作り体験体験
7

午前10時〜午後３時12月４日㊐

秋の味覚、恵みをテーマに開催！

川上

地域政策調整課（２５・３８１９）申し込み
問い合わせ

　川上地域の特産柚子は秋がシーズンです。農家の柚子園でもぎ
取りを体験します。柚子のお土産付き。別途量り売りもできます。
集合場所／川上公民館
（川上4527）
定員／10人（最少2人）
体験料／1,000円
受入／横山重信
準備物／作業のできる服装、
帽子

川上柚子のもぎ取り体験
午前９時〜11時

体験
１

10月29日㊏

　柚子やススキなど秋の草木を使ってストールを染めます。どん
な色に染まるのか？あなただけのオリジナルストールを作ってみ
ませんか。
集合場所／川上公民館
（川上4527）
定員／10人（最少3人）
体験料／2,000円
受入／神崎勝代
準備物／エプロン・ゴム手袋

秋の草木で染物体験
〜あなたの秋色に染めて見ませんか〜体験

２

午前10時〜正午11月3日㊍㊗
　長門峡の名を命名し、探勝道路を整備した萩出身の高島北海。没
後80年を迎えた北海の足跡をめぐりながら紅葉美の長門峡を散策。
散策後は阿武川温泉でゆったりと。
集合場所／川上公民館（川上4527）
定員／25人（最少10人）
体験料／1,500円（軽昼食付き、
入浴料込）
受入／宇田川憲吾
準備物／歩ける服装、入浴タオル、
雨天の場合は雨具（小雨決行）

高島北海の足跡と秋の長門峡めぐり
午前９時45分〜午後３時30分11月7日㊊

体験
3



　今年も弥富の里に6haの蕎麦が栽培されています。新蕎麦を
使って十割蕎麦を自分の手で打ってみませんか。市販では味わえ
ない素晴らしいコシと風味を味わえます。
集合場所／旧弥富中学校
（弥富下4084-6）
定員／10人
体験料／2,000円
受入／弥富亀しゃん倶楽部
準備物／エプロン、タオル

　須佐産ケンサキイカで、いか飯作り体験。イカの中は赤米のも
ち米100％。できたての柔らかいケンサキイカともち米の食感
が楽しめます。その場で試食またはお持ち帰りいただけます。
集合場所／ジョイフルセンター須佐
（須佐7248-10）
定員／30人（最少10人）
体験料／800円
受入／漁協須佐支店女性部
準備物／エプロン、タオル

　福栄で採れた白菜や柚子と、地元で作った味噌を使って白
菜漬けと柚子味噌作りを体験してみませんか。昼食は自分で
作った柚子味噌をご賞味ください。白菜のお土産付き！
集合場所／福の里企業組合（紫福2556-4）
定員／10人（最少3人）体験料／2,000円（昼食付き）
受入／福の里企業組合　準備物／エプロン、三角巾

　江戸時代に盛んに焼かれていた須佐唐津焼。その郷で集落の皆
さんが焼き物作りに取り組んでいます。ろくろ体験でオリジナル
の焼き物作りが楽しめます。作品は、焼いて後日お届けします。
集合場所／須佐大橋コミュ
ニティ広場（須佐3139-1）
定員／20人
体験料／作品1個につき
2,000円（送料別）
受入／須佐焼の会

　地域に咲く草花や松・竹・梅等を使ってクリスマスリースと正
月用の生花アレンジメントを作り、お持ち帰りいただきます。手
作りケーキセット付き。
集合場所／むつみ総合事務所
（吉部上3191-1）
定員／20人（最少10人）
体験料／2,000円
受入／山本ヒロ子
準備物／花ばさみ

　刈り取ったばかりの茜色に染まった赤米の稲穂を使ったリース
作り体験。オリジナルの作品はお持ち帰りできます。ハーブティ
ーの無料サービス付き。
集合場所／須佐大橋コミュ
ニティ広場（須佐3139-1）
定員／20人
体験料／1,000円
受入／手芸グループ
　　　「はなみずき」

体験
13 古代米・赤米でリース作り体験

午前10時〜午後３時の間で随時（約30分）11月５日㊏、６日㊐、13日㊐

体験
14 須佐焼ろくろ体験

午前10時〜午後３時の間で随時（約30分）
11月12日㊏、13日㊐、23日㊌㊗、26日㊏

クリスマスリースと正月用生花アレンジメント作り体験
8

午前９時30分〜正午12月11日㊐

　自家製こんにゃく芋を使って、昔ながらのこんにゃく作りを体
験します。作ったこんにゃくを
使って簡単な昼食も作ります。
集合場所／こいこいがんこ村
（吉部下4738-1）
定員／5人（最少3人）
体験料／2,000円（昼食付き）
受入／岡村まさ子
準備物／エプロン、三角巾

昔ながらのこんにゃく作り体験
午前８時30〜午後１時30分

体験
9

12月11日㊐、18日㊐

須佐の浜の味！いか飯作り体験
体験
12

午前10時30分〜正午11月５日㊏、６日㊐

白菜漬けと柚子味噌作り体験
体験
16

午前10時〜午後１時12月11日㊐

弥富そば打ち道場
体験
15

　八千代酒造の酒蔵や歴史の道の散策
をした後、昼食はむつみ豚を使った
「むつみ満月鍋」を楽しみます。
集合場所／むつみ総合事務所
（吉部上3191-1）
定員／20人（最少5人）
体験料／2,000円（昼食付き）
受入／佐々木智恵子
準備物／雨天の場合は雨具

酒蔵見学・歴史の道散策と満月鍋
午前９時30分〜午後１時30分12月14日㊌

　千石台大根を使ってたくあん作り。昼食は、羽釜で炊き込みご
飯、地元野菜とむつみ豚で豚汁を作ります。辛子漬け・わさび漬
けの作り方も教えます。
集合場所／むつみ福祉の里ふれあい
センター（吉部上3301-1）
定員／15人（最少6人）
体験料／1,500円（昼食付き）
受入／むつみ支部老人クラブ連合会
準備物／エプロン、三角巾

体験
11

体験
10 千石台大根でばあちゃんと漬物作り体験

午前10時〜午後２時12月18日㊐

須佐

福栄

午前10時〜正午12月18日㊐、25日㊐
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